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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

注注注 このキットはモデル41712またはモデル41713と一
緒に取り付けます。

はははじじじめめめににに
GeoLink散水システムキットは、Toro Multi Pro芝生散
水車両用のアタッチメントであり、商業用途で専門に雇
われたオペレーターが使用することを目的としていま
す。これは、高度な管理を受けている公園やゴルフ
場、スポーツフィールド、商用目的で使用される芝生に
散水することを主たる目的として製造されています。こ
の機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者本
人や周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、またToro純正部品についてなど、分か
らないことはお気軽に弊社代理店またはToroカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせく
ださい。図 1 にモデル番号とシリアル番号の表示位置
を示します。いまのうちに番号をメモしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号プププレレレーーートトトににに QR コココーーードドドがががつつついいいててていいい
るるる場場場合合合ははは、、、スススマママーーートトトフフフォォォンンンやややタタタブブブレレレッッットトトでででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。。。
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図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

危危危険険険警警警告告告記記記号号号
危険警告記号図 2は、このマニュアルと実機上とに
表示され、事故防止のために守るべき重要な注意事
項を示します。

g000502

図図図 2
危険警告記号

危険警告記号に続いて、危危危険険険、警警警告告告、または注注注意意意と
いう文字が表示され、危険についての具体的な内容
が示されます。

危危危険険険人命に関わる重大な潜在的危険を意味します。
この注意を守らないと死亡事故や重大な人身事故が
起起起こここりりりままますすす。
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警警警告告告人命に関わる潜在的危険を意味します。この注意
を守らないと死亡事故や重大な人身事故が起起起こここるるる恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。

注注注意意意安全に関わる潜在的危険を意味します。この注意
を守らないとけがをする可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
警警警告告告

こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、土土土
壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり扱扱扱いいい
にににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり扱扱扱ううう
前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全デデデーーータタタ
シシシーーートトトSDSなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読んんんででで
理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守りりりままましししょょょううう。。。たたた
とととえええばばば、、、保保保護護護めめめがががねねねゴゴゴグググルルル、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤
とととののの接接接触触触ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののでででききき
るるる適適適切切切ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、取取取
りりり扱扱扱っっっててていいいるるるそそそれれれぞぞぞれれれののの薬薬薬剤剤剤にににつつついいいててて注注注意意意事事事
項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい場場場
合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 散散散布布布装装装置置置ののの整整整備備備ややや修修修理理理をををすすするるる時時時ははは、、、そそそののの前前前ににに
必必必ずずず、、、そそそののの装装装置置置ががが薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示通通通りりりににに
3回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ををを実実実行行行済済済
みみみででであああるるるこここととと、、、さささらららににに、、、すすすべべべてててのののバババルルルブブブにににそそそれれれ
ぞぞぞれれれ 3 回回回ののの開開開閉閉閉操操操作作作洗洗洗浄浄浄ががが実実実施施施ささされれれててていいいるるる
ここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤ががが
皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい流流流ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル
セーフティラベルや指示は危険な個所
のオペレーターから見やすい部分に
貼付してあります。破損したりはが
れたりした場合は新しいラベルを貼り
直してください。

decal127-6979

127-6979

1. バイパス戻りフロー 3. 攪拌フロー
2. フロー

decal127-6981

127-6981

1. バイパス戻りフロー 3. ブームスプレー

2. フロー
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decal127-6982

127-6982

1. バイパス戻りフロー 2. ブームスプレー

decal127-6976

127-6976

1. 下げる 2. 上げる
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取取取りりり付付付けけけ
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行う。

2 必要なパーツはありません。 – 運転席とエンジンアクセスパネルを外し
ます。

3 必要なパーツはありません。 – フロントフェンダーとフードを取り外す。

4 必要なパーツはありません。 – ダッシュゲージ用の水圧検知チューブを
外す。

5 必要なパーツはありません。 – ブームバルブコネクタを取り外す。

6 必要なパーツはありません。 – ブームセクションを取り外す。

フランジヘッドボルト⅜ x 1" 2
フランジロックナット⅜" 2
センターブームエクステンション 1
シリンダマウントワイド 1
タイプレートワイド 1
キャリッジボルト½ x 1¼" 4

7

フランジロックナット½" 4

センターブームエクステンションを取り付
ける。

タレット 2
ホースアセンブリバルブ5または6 28
フランジロックナット5/16" 2

マウントブラケットとタレットをセンターブー
ムセクションに取り付ける。

キャップクイックカップラ 39 リテーナ 3 ブームバルブを取り外す。

10 リアハーネス 1 リアハーネスをマシンに取り付ける。

ストレートホースバーブ1 x 2” 1
ホースクランプ¾-1½" 3
ホース1x8-1/2" 1
マニホルド 1

11
ホース1 x 16" 1

フローメータのマニホルドを組み立てる。

バイパスホースアセンブリ 112 燃料バルブ 1 バイパスホースをタンクに取り付けます。

13 必要なパーツはありません。 – 改造したセンターブームセクションを取
り付ける。

14 必要なパーツはありません。 – 昇降シリンダマニホルドをシリンダマウン
トに取り付けます。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

バルブマウントとバルブアセンブリ 1
レート/セクションコントローラー 1
マグネット 4
ボルト(#8) 4
ワッシャ1/4" 2
平ワッシャ 4
ロックナット(#8) 4
キャップクイックディスコネクトフィッティ
ング

2

フランジヘッドボルト5/16" x ¾" 8
フランジロックナット5/16" 8
ホースクランプ 1
プッシュインファスナーケーブルタイ) 1

15

プッシュインファスナーコネクタアンカー 3

バルブマウント、コントローラー、セク
ションバルブを取り付ける。

16 必要なパーツはありません。 – マシン背面のリアハーネスを接続する。

17 油圧ホース ¼" x 24¾" 4 ブーム昇降シリンダを取り付けます。

ナイロン製フランジブッシュ 4
給液ホースアセンブリ188cm 1
給液ホースアセンブリ234cm 118
給液ホースアセンブリ279cm 1

左右の外側ブームを取り付けます。

供給ホース279cm 2
供給ホース234cm 2
供給ホース188cm 419
供給ホース81cm 2

ホースを取り付ける。.

20 必要なパーツはありません。 – ダッシュボードの水圧計用の水圧検知
チューブを接続します。

ナビゲーション受信機プレート 1
受信機用マウント 1
ボルト⅜" x 3¼" 1
ロックワッシャ⅜" 1
ワッシャ⅜" x 13/16" 1
スペーサ⅜" x 1" 1
フランジロックナット⅜" 1
フランジヘッドボルト5/16" x ¾" 1
フランジロックナット5/16" 1
フランジヘッドボルト (⅜" x 1½") 2
スペーサ⅜" x 7/16" 2
ナビゲーション受信機 1
モデム用アンテナブラケット 1
六角ヘッドボルト5 x 16mm 3

21

ワッシャ5 mm 3

ナビゲーション受信機を取り付ける。

アンテナマウント 1
リベット 2
マグネット 2
モデムアンテナ 1

22
高感度アンテナ別売り 1

モデム アンテナをマシンに取り付ける。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ハーネスアダプタ 1
データおよび電気ハーネス 123
ケーブルタイ 8

ナビゲーションコンポーネント関係のワイ
ヤハーネスを取り付ける。

ディスプレイマウント 1
フランジヘッドボルト 6 x 12 mm 3
ボルト5/16" 2
フランジヘッドボルト5/16 x 3/4" 4
フランジロックナット5/16" 8
ボールマウント 1

24

ディスプレイアーム 1

ディスプレイを取り付ける。

25 必要なパーツはありません。 – ワイヤーハーネスをディスプレイに接続
する。

26 モデム用データハーネス - 300cm 1 モデム用データハーネスをマシンに取り
付ける。

27 モデム電源ハーネス 1 モデム電源ハーネスをマシンに取り付
ける。

CL-55モデム 1
モデムブラケット 1
ボルト (#10-24 x 1-3/8 inches) 2
ロックナット(#10-24”) 2
マグネット 2

28
リベット 2

CL-55モデムを取り付ける

29 必要なパーツはありません。 – マシンのワイヤーハーネスから受動抵
抗器を取り外す。

30 ISO-CANバスハーネス - 302cm 1 ISO-CANバスハーネスを配線する。

31 アダプターハーネス - 13cm 1 アダプターハーネスと終端抵抗を取り付
ける。

32 必要なパーツはありません。 – スプレーポンプクラッチの配線を行いま
す。

バッテリー用ブラケット 1
バンパー 1
フランジロックナット(1/4”) 2
ストラップ 1
バッテリー (650 A) 1
オルタネータ用ブラケット 1
駆動プーリ279mm 1
ボルト¼" x 2¼" 4
オルタネータ60A 1
フランジヘッドボルト 8 x 25 mm 1
フランジヘッドボルト (3/8" x 1 1/2") 1

33

V ベルト 1

電気システムを取り付ける。

オルタネーターケーブル赤 - 6ゲージ 1
リレー 1
プッシュインファスナー 134
ヒューズ (15 A) 1

シートベースでハーネスを接続する。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

クイックコネクトクランプ赤いハンドル 135 クイックコネクトクランプ黒いハンドル 1
ナビゲーションコンポーネント関係のワイ
ヤハーネスを取り付ける。

36 スイッチのプラグ 1 散布レートスイッチを外す。

37 プッシュインファスナー 13 フードと左右の前フェンダを取り付けま
す。

38 必要なパーツはありません。 – エンジンへのアクセスパネルと運転席を
取り付けます。

39 必要なパーツはありません。 – マシンの設定プログラミングを行います。

40 必要なパーツはありません。 – ジオリンク機器に電源投入を行います。

41 必要なパーツはありません。 – ソフトウェアのセットアップを完了する。
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1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

お使いのマシンの取扱説明書を参照してください。

1. マシンを平らな場所に停車して駐車ブレーキを
掛ける。

2. 左右のブームセクションを水平位置に降下させ
る。

3. エンジンを切り、キーを抜き、バッテリーを外す。

4. スプレーヤーの洗浄

重重重要要要 ジジジオオオリリリンンンクククスススプププレレレーーーシシシススステテテムムム仕仕仕上上上げげげキキキッッットトトををを
取取取りりり付付付けけけるるる前前前ににに、、、散散散水水水タタタンンンクククををを完完完全全全ににに空空空にににすすするるる
必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

2
運運運転転転席席席とととエエエンンンジジジンンンアアアクククセセセスススパパパ
ネネネルルルををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

運運運転転転席席席ををを取取取りりり外外外すすす
1. シートスイッチコネクタに接続されているマシンワ

イヤーハーネスの2ソケットコネクタを取り外す。

g024098

図図図 3

1. 2ソケットコネクタ車両のワ
イヤハーネス

2. 座席スイッチ用コネクタ

2. シートプレートの下部にあるブラケットに支柱ロッ
ドを固定しているヘアピンを取り外す。

g024092

図図図 4

1. ワッシャ 3. ヘアピン

2. ブラケット座席用 4. 支え棒

3. シートプレートのピボットフィッティングをシャーシブ
ラケットに固定しているヘアピン2つを取り外す。
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g037121

g037122

図図図 5

1. 座席プレート 4. ピボットフィッティング座席
パン

2. 運転席 5. シャーシブラケット

3. ヘアピン 6. ピボットピン

4. シートとシートプレートをシャーシに固定している
ピボットピン2つを取り外す。

5. シートとシートプレートを持ち上げてマシンから
取り外す。

g037120

図図図 6

1. 座席プレート 2. 運転席

エエエンンンジジジンンンアアアクククセセセスススパパパネネネルルルををを外外外すすす
1. エンジンアクセスパネルのラッチのハンドルを上
方に回転させる。

g202440

図図図 7

1. ラッチ 3. エンジンアクセスパネル

2. パネルのサポートブラケット

2. エンジンアクセスパネルを持ち上げてマシンか
ら取り外す。
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3
フフフロロロンンントトトフフフェェェンンンダダダーーーとととフフフーーードドドののの
取取取りりり外外外ししし

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

左左左フフフロロロンンントトトフフフェェェンンンダダダーーーののの取取取りりり外外外ししし
1. 左フロントフェンダーを下部ROPSチャネルに固
定する押し込み式ファスナー2つを取り外して廃
棄する。

g264614

図図図 8

1. 押し込みファスナー 2. 左前フェンダ

2. フェンダーをマシンのフレームに固定しているボ
ルト (5/16 x 1”) 3本とワッシャー (5/16”) 3枚を
取り外す。

g197152

図図図 9

1. ワッシャ5/16" 3. 左前フェンダ
2. ボルト5/16" x 1"

3. 機体からフェンダを外す。

4. 内側フェンダー用シュラウドをマシンのフレーム
に固定している押し込み式ファスナー6つと ワッ
シャー (9/16 x 1/2”) 5枚を取り外す。

g197150

図図図 10

1. 内側フェンダ用シュラウド 3. ワッシャ9/16 x ½"
2. 押し込みファスナー

5. マシンから内側フェンダー用シュラウドを取り外
す。
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g197149

図図図 11

6. マシンの反対側のフェンダと内側フェンダー用シュ
ラウドについても 1から5の作業を行う。

右右右側側側フフフロロロンンントトトフフフェェェンンンダダダーーーののの取取取りりり外外外ししし

注注注取り外す際に押し込み式ファスナーを損傷した場合
は、Toro部品番号117-2382のファスナーと交換してく
ださい。

1. ボトムコンソールカバーとエンドコンソールカ
バーをマシンに固定しているキャップスクリュー
(5/16 x 1”) 2本とワッシャー (5/16”) 2枚を取り外
し、カバーを取り外す。

g323170

g323167

図図図 12

1. キャップスクリュ5/16 x 1" 3. コンソールカバーボトム

2. ワッシャ5/16" 4. コンソールカバーエンド

2. 右側フロントフェンダーをプラットフォームフロアー
に固定しているキャップスクリュー (5/16 x 1 ”) と
ワッシャー (5/16”) を取り外す。
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g323165

図図図 13

1. キャップスクリュ5/16 x 1" 3. プラットフォームフロアー

2. ワッシャ5/16" 4. 右側フロントフェンダー

3. 右フロントフェンダーををロールバー取り付けチャ
ネルに固定している押し込み式ファスナー2つを
慎重に取り外す。

g323169

g323166

図図図 14

1. プッシュインファスナー 2. 右側フロントフェンダー

4. 右フロントフェンダーをクロスメンバーサポートに
固定しているキャップスクリュー (5/16 x 1 ”) とワッ
シャー (5/16”) を取り外す。

g323168

図図図 15

1. クリップナットクロスメン
バーサポート

3. キャップスクリュ5/16 x 1"

2. ワッシャ5/16" 4. 右側フロントフェンダー

5. マシンから右側フロントフェンダーを取り外す。

6. 内側フェンダー用シュラウドを右上と右下のフレー
ムチューブに固定している押し込み式ファスナー6
つと ワッシャー (9/16 x 1/2”) 5枚を取り外す。

g323162

図図図 16

1. ワッシャ9/16" x ½" 3. 内側フェンダ用シュラウド
2. プッシュインファスナー

7. マシンから内側フェンダー用シュラウドを取り外
す。

注注注右側フロントフェンダー、内側フェンダー用シュ
ラウド、キャップスクリュー、ワッシャー、および損
傷していない押し込み式ファスナーを保管する。

損傷した押し込み式ファスナーは、Toro部品番号
117-2382のものと交換してください。
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フフフーーードドドををを外外外すすす
1. マシンのワイヤーハーネスの電気コネクタ (2 ソ

ケット) 2つを、左右のヘッドライトの2ピン コネク
タから取り外す。

g197153

図図図 17

1. ヘッドライト 3. 2 ピンコネクタヘッドライト
2. 2ソケットコネクタ車両のワ

イヤハーネス

2. フードをマシンのダッシュボードとフレームに固定
している押し込み式ファスナー9個を取り外す。

g197148

図図図 18

1. フード 2. 押し込みファスナー

3. フードをマシンから取り外して廃棄する。

4
ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドド用用用ののの水水水圧圧圧検検検知知知
チチチュュューーーブブブををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ダッシュゲージ用の水圧検知チューブをチューブカプラ
から引き出す。

g491756

図図図 19

1. チューブカプラ右ブーム
セクションバルブのエンド
キャップ

2. 水圧検知チューブ

5
ブブブーーームムムバババルルルブブブコココネネネクククタタタののの取取取りりり
外外外ししし

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. マシンワイヤーハーネスのLEFT SPRAY VALVE、

CENTER SPRAY VALVE、RIGHT SPRAY VALVEとい
うラベルの付いた3ソケットコネクタを、3つのス
プレーバルブアクチュエータの3ピンコネクタか
ら取り外す。
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g491643

図図図 20

1. 3ピンコネクタ散布バルブ
のアクチュエータ

2. 3ソケットコネクタ—マシン
ワイヤーハーネス (LEFT
SPRAY VALVE , CENTER
SPRAY VALVE ,および RIGHT
SPRAY VALVE )

2. RATE VALVEというラベルの付いたマシンワイヤー
ハーネスの4ソケットコネクタを、レートバルブアク
チュエータの4ピン コネクタから取り外す。

g491632

図図図 21

1. 4 ピンコネクタレートバルブ
のアクチュエータ

4. アクチュエータマスター散
布バルブ

2. アクチュエータレートバルブ 5. 4 ソケットコネクタ車両のワ
イヤハーネス、レートバル
ブ

3. 3 ピンコネクタマスター散布
バルブのアクチュエータ

6. 3 ソケットコネク車両のワ
イヤハーネス、マスター散
布バルブ

3. MASTER SPRAY VALVEというラベルの付いたマシ
ンワイヤーハーネスの3ソケットコネクタを、マス
タースプレーバルブアクチュエータの3ピン コネク
タから取り外す。

6
ブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンののの取取取りりり外外外ししし

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンホホホーーースススののの取取取りりり外外外ししし

注注注 特に記載がない限り、取り外した全ての部品を保
管しておくこと。

1. アウターブームセクションで、ホースをバーブ字
継手に固定しているホースクランプを取り外す。

g491757

図図図 22

1. バーブ字継手 4. ホースクランプ

2. ホースアウターブームセク
ション

5. R クランプ

3. アウターブームセクション

2. T字継手からホースを取り外す。
3. ホースの自由端をR クランプから取り外す。
4. もう一方のアウタースプレーセクションの給液ホー

スに対しても、上記の手順13を繰り返す。
5. センターブームセクションで、センタースプレーセ

クションの給液ホースをバーブ字継手に固定して
いるホースクランプを取り外す。

15
 



g492858

図図図 23

1. 車体前方 4. ホースクランプ

2. センターブーム 5. バーブ字継手

3. 給液ホースセンタースプ
レーセクション

6. 左、中央、右の給液ホースをセクションバルブ
のクイックカプラに固定しているリテーナを取り
外す (図 24)。

g198474

図図図 24

1. クイックカプラセクションバ
ルブ

3. クイックカップラソケット給
液ホース

2. リテーナ

7. 左、中央、右のセクション給液ホースをセクショ
ンバルブのクイックカプラから取り外して廃棄し、
マシンからホースを取り外す。

昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダかかかららら、、、伸伸伸長長長用用用ホホホーーースススととと引引引
ききき込込込みみみ用用用ホホホーーースススををを外外外すすす。。。
1. 左右の昇降シリンダーの伸長ポートからホース

を取り外す。

g492859

図図図 25

1. ホース伸長位置 4. 引き込み用ポート昇降シリ
ンダ

2. ポート C3昇降シリンダの
マニホルド

5. ホース引き込みポート

3. ポート C4昇降シリンダの
マニホルド

6. 伸長用ポート昇降シリンダ

2. 次のアイテムからホースを取り外して廃棄する

• 昇降シリンダーマニホールドのポートC1、
C2、C3、C4

• 左右の昇降シリンダーのポートを引き込んだり
伸ばしたりする。

昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり外外外すすす

注注注 特に記載がない限り、取り外した全ての部品を保
管しておくこと。

1. 所定の能力のあるホイストなどを使って、左また
は右のブームを支える。

2. 昇降シリンダーのロッドエンドをピボットブラケットに
固定しているヘアピンとクレビスピンを取り外す。
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g492860

図図図 26

1. ヘアピン 3. クレビスピン

2. ロッドのフィッティング昇降
シリンダ

4. ピボットブラケット

3. ピボットピンをシリンダーマウントに固定しているフ
ランジロックナット (5/16”) とフランジヘッドボルト
(5/16 x 3/4”) を取り外す。

g492861

図図図 27

1. フランジロックナット5/16" 4. 昇降シリンダ
2. ピボットピン 5. シリンダマウント

3. フランジヘッドボルト5/16 x
¾"

4. ピボットピンとリフトシリンダーをマシンから取り
外す。

左左左右右右ののの外外外側側側ブブブーーームムムををを取取取りりり外外外すすす
昇昇昇降降降装装装置置置ののの能能能力力力 46 kg

警警警告告告
重重重量量量物物物ののの吊吊吊りりり上上上げげげははは危危危険険険ををを伴伴伴ううう作作作業業業でででああありりり、、、最最最悪悪悪
ののの場場場合合合ははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを招招招くくく。。。

重重重量量量のののあああるるる装装装置置置やややアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを吊吊吊りりり上上上げげげるるる持持持ちちち
上上上げげげるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずそそそれれれににに適適適しししたたた装装装置置置ををを用用用いいい、、、
チチチェェェーーーンンンなななどどどででで確確確実実実ににに吊吊吊るるるこここととと。。。

注注注廃棄するように明記されていない限り、外したボル
ト・ナット類はすべて延長キットの取り付けに利用します
から捨てないでください。

1. ピボットピンをピボットブラケットに固定している
フランジボルト (5/16 x 1”) とフランジロックナッ
ト (5/16”) を取り外す。

g030525

図図図 28

1. ピボットフィッティング外側
ブーム)

4. ピボットピン

2. ナイロン製フランジブッシュ 5. ピボットブラケットセンター
ブーム

3. フランジボルト5/16 x 1" 6. フランジロックナット5/16”

2. センターブームセクションのピボットブラケットから
ピボットピンを取り外し、アウターブームセクション
のピボットフィッティングを取り外す。

3. アウターブームセクションをセンタースプレーセク
ションから分離し、アウターセクションをマシンか
ら取り外す。

4. アウタースプレーセクションのピボットフィッティン
グからナイロンフランジブッシング2つを取り外し
て廃棄する。

5. マシンの反対側のアウターブームセクションに対
して、「昇降シリンダーの取り外し」の手順1
から3までを繰り返す。
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6. マシンの反対側の外側ブームにも、この項のス
テップ 14の作業を行う。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンかかからららブブブーーームムム
昇昇昇降降降マママニニニホホホルルルドドドををを取取取りりり外外外すすす
1. ブーム昇降マニホルドのサポートブラケットをシリ

ンダーマウントに固定しているフランジ ロックナッ
ト (5/16”) 2個とフランジヘッド ボルト (5/16 x 1”)
2本を取り外し、マニホールドとブラケットをシリ
ンダーマウントから分離する。

g492862

図図図 29

1. サポートブラケットブーム昇
降マニホルド

3. シリンダマウント

2. フランジロックナット5/16" 4. フランジヘッドボルト5/16
x 1"

2. ロープを使って、ブーム昇降マニホルドをバルブ
マウントブラケットに結び付けてサポートする。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムををを取取取りりり外外外すすす

吊吊吊りりり上上上げげげ装装装置置置ににに必必必要要要ななな能能能力力力: 41kg
1. 所定の能力のあるホイストなどを使って、セン

ターブームを支える。

g198634

図図図 30

2. センターブームセクションをサポートブラケットに
固定しているフランジヘッドボルト (3/8 x 1-1/4”) 4
本とフランジロックナット (3/8”) 4個を取り外して
保管しする。

g492863

図図図 31

1. サポートブラケット 3. フランジヘッドボルト3/8 x
1-¼")

2. センターブーム 4. フランジロックナット⅜"

3. センターブームセクションを持ち上げてマシンか
ら取り外す。
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7
セセセンンンタタターーーブブブーーームムムエエエクククススステテテンンンシシショョョ
ンンンののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 フランジヘッドボルト⅜ x 1"

2 フランジロックナット⅜"

1 センターブームエクステンション

1 シリンダマウントワイド

1 タイプレートワイド

4 キャリッジボルト½ x 1¼"

4 フランジロックナット½"

タタタレレレッッットトトとととホホホーーースススののの取取取りりり外外外ししし
1. センターブームセクションで、タレットをマウント

に固定しているフランジロックナットを取り外して
保管する。

g032416

図図図 32

1. フランジロックナット5/16" 4. ホース内径 ¾"
2. 片側バーブ付きホースシャ

ンク¾"
5. 両側バーブ付きホースシャ

ンク¾"
3. スプレーノズルタレット上で 6. ホースクランプ

g030671

図図図 33

1. フランジロックナット5/16" 3. 六角ヘッドボルト5/16 x 3/4"
2. マウント

2. 上部クランプ半分と両側または片側バーブ付き
ホース シャンク (3/4”) をタレット本体に固定して
いるステンレス鋼製ネジ (#12 x 1-1/4”) を取り外
し、バーブ付ホースシャンクとホースをノズルか
ら分離する。

注注注 クランプを分離する時に上側クランプから外れ
てくる六角ヘッドボルト5/16" x ¾"—ステンレスは
再利用しますから捨てないでください。
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g030591

図図図 34

1. クランプの上半分 5. タレット上のサドル

2. トランスファチューブ 6. ステンレスねじ#12 x 1¼"
3. 六角ヘッドボルト5/16 x

¾"ステンレス
7. 片側バーブ付きホースシャ

ンク¾"
4. 両側バーブ付きホースシャ

ンク¾"

3. センターブームセクションからタレットを取り外す。

4. 他の2つのタレットでも手順1および2を繰り返す。
5. センターブームセクションからホース (内径 3/4”)、

バーブ付きホースシャンク、クランプ、バーブ付
きT型継手を取り外す。

注注注 ホース、ホースシャンク、クランプ、T型継
手は不要ですが、その他の部品はすべて保管
してください。

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムのののトトトラララスススををを取取取りりり外外外すすす
1. 左右のトラスフレームの垂直フランジを固定してい

るフランジヘッドボルト (3/8 x 1”) 2本とロックナット
(3/8”) 2個を取り外す。

g032430

図図図 35

1. 左側トラスフレーム 3. 右側トラスフレーム
2. フランジヘッドボルト⅜ x 1" 4. ロックナット⅜"

2. ナローシリンダーマウント、左右のトラスフレー
ム、およびナロータイプレートを固定しているキャ
リッジボルト (1/2 x 1-1/4”) 2本とロックナット (1/2”)
2個を取り外す。

g492864

図図図 36

1. キャリッジボルト½ x 1¼" 4. ロックナット½"
2. シリンダマウント幅狭 5. タイプレート幅狭

3. 左側トラスフレーム 6. 右側トラスフレーム

注注注フランジヘッドボルト、キャリッジボルト、および
ロックナットは保管してください。幅狭シリンダマウ
ントと幅狭のタイプレートは、もう使用しません。

3. 左右のトラスフレームを分離する。
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セセセンンンタタターーーブブブーーームムムエエエクククススステテテンンンシシショョョンンンををを取取取
りりり付付付けけけるるる
1. 前に取り外したフランジヘッドボルト (3/8 x 1”) 2
本とフランジロックナット (3/8 ”) 2個を使って、セ
ンターブームエクステンションをトラスフレームに
仮止めする。

g492865

図図図 37

1. フランジロックナット⅜" 3. 垂直フランジセンターブー
ムエクステンション

2. 垂直フランジトラスフレーム 4. フランジヘッドボルト⅜ x 1"

2. フランジボルト (3/8 x 1”) ジャーニー分析2本とフ
ランジロックナット (3/8”) 2個を使って、センター
ブームエクステンショを他のトラスフレームに仮
止めする。

3. タイプレートをトラスフレームとセンターブームエク
ステンショに挿入し、タイプレートの穴をトラスと
ブームエクステンショの中心線の穴に合わせる。

g492866

図図図 38

1. 左側トラスフレーム 5. キャリッジボルト½ x 1¼"
2. センターブームエクステン

ション
6. タイプレート幅広

3. シリンダマウント幅広 7. フランジロックナット½"
4. 右側トラスフレーム

4. キャリッジ ボルト (1/2 x 1-1/4”) 6本とフランジ ロッ
クナット (1/2”) 6個を使って、シリンダー マウン
ト、トラス、センターブームエクステンション、お
よびタイプレートを組み立てる。

注注注キャリッジボルトとロックナットのうち2つは、以
前に取り外した部品からのものです。

5. フランジヘッドボルト3/8”とフランジロックナットを
3745 N∙m (44.86kgm)のトルクで締めつける。

6. フランジロックナット 1/2 ”を91 113N·m
9.812.2kg∙mにトルク締めする。

8
タタタレレレッッットトトをををセセセンンンタタターーーブブブーーームムムセセセククク
シシショョョンンンににに取取取りりり付付付けけけるるる。。。

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 タレット

2 ホースアセンブリバルブ5または6

2 フランジロックナット5/16"

セセセンンンタタターーーブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンのののタタタレレレッッットトトととと
ホホホーーースススののの組組組みみみ立立立ててて
1. 適当な吊り上げ装置を使って、新しいセンター

ブームを作業しやすい高さまで吊り上げる。

2. アッパークランプ半分をサドルに固定しているス
テンレス製のネジを取り外す。
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g030592

図図図 39

1. 六角ヘッドボルト5/16 x
3/4"ステンレス鋼

5. ステンレスねじ#12x 1-1/4"

2. トランスファチューブ 6. タレット

3. クランプの上半分 7. スプレーセクションへ

4. シングルバーブ付きホース
シャンク1/2"

3. センターブームセクションのホースアセンブリ (バ
ルブ 5 または 6)の25 cm長ホース端にある片側
バーブ付きホースシャンクの側面の穴を探す。

g032438

図図図 40

1. ホース 13 x 250mm (バル
ブ 5 または 6)

3. 片側バーブ付きホースシャ
ンク 13 mm½"

2. タレット 4. ホースおよびバーブ付きカ
プラー 13 x 810mm (バル
ブ 5 または 6)

4. タレットのサドルにあるトランスファーチューブを、
シングルバーブ付きホースシャンク (1/2”)の側面
にある穴に合わせる。

5. アッパークランプ半分をバーブ付きホースシャンク
の周りに寄せ、クランプ半分とスプレーノズル本

体をステンレス鋼製ネジ (#12 x 1-1/4”) で固定す
る。ステンレス鋼製ネジを1418 N∙m (1.52.7kgm)
でトルク締めする。

重重重要要要 ススステテテンンンレレレススス製製製のののネネネジジジををを締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに
すすするるる。。。

注注注 クランプを閉じるときに、六角ヘッドボルト5/16
x 3/4"がクランプの上半分のくぼみにきちんとは
まっていることを確認する。

6. センターブームセクションの他のホースアセンブリ
(散水バルブ 5 または 6)のシングルバーブ付き
ホースシャンクに対して手順3から5を繰り返す。

タタタレレレッッットトトとととホホホーーースススをををセセセンンンタタターーーブブブーーームムムセセセククク
シシショョョンンンににに取取取りりり付付付けけけるるる
1. 13 x 250 mmのホースとタレットアセンブリをアウ

タートラスのトラスブレースの間に配線する。

g492868

図図図 41

1. ホース 13 x 250 mm1/2 x
10"

3. ホースとバーブ付きカップラ
13 x 810 mm½ x 32"

2. トラスのブレース左トラス 4. スプレーノズル

2. ホースとタレットをトラスブレースの上を通ってアウ
トボードノズルマウントまで配線する。

3. 六角ボルト (5/16 x 3/4”) とフランジ ロックナット
(5/16”) を使って、タレットをマウントに仮止めす
る。
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g032453

図図図 42

1. フランジロックナット5/16" 3. 六角ヘッドボルト5/16 x
3/4"ステンレス鋼

2. マウントアウトボード

4. その他の13 mmのホースホースとタレットアセ
ンブリをアウタートラスのトラスブレースの間に
配線する。

5. ホースとタレットをトラスブレースの上を通ってイン
ボードタレットマウントまで配線する。

6. 六角ボルト (5/16 x 3/4”) とフランジ ロックナット
(5/16”) を使って、タレットをマウントに仮止めす
る。

7. フランジロックナットを、19.78-25.42N·m
2.0-2.6kg.mにトルク締めする。

8. 左右のサポートブラケットを使って、ホースとバー
ブ付きカプラ13 x 810 mmを中央スプレーセクショ
ンの側面まで配線する。

9. 他のアウタートラスのもう一方のホースとタレット
に対しても、上記の手順18を繰り返す。

9
ブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブののの取取取
りりり外外外ししし

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

3 キャップクイックカップラ

3 リテーナ

ブブブーーームムムバババイイイパパパスススホホホーーースススををを取取取りりり外外外すすす
1. バイパスホースのクイックディスコネクトフィッティ

ングを右セクションバイパスバルブのクイックディ
スコネクトフィッティングに固定している小さなリ
テーナーを取り外す。

g491686

図図図 43

1. クイックディスコネクトフィッ
ティング右セクションバイパ
スバルブ

3. リテーナ小

2. クイックディスコネクトフィッ
ティング90° ソケットバイパ
スホース

4. バイパスホース

2. バイパスホースの下端にある 90°のバーブ付
きフィッティングをスプレータンクのバルクヘッド
フィッティングに固定する大きなリテーナーを取り
外して保管する。

g330378

図図図 44

1. バーブ付き 90°フィッティン
グ

3. バルクヘッドフィッティング

2. リテーナ(大) 4. バイパスホース

3. バイパスホースをマシンから取り外して廃棄する。
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バババイイイパパパスススバババルルルブブブののの配配配置置置
1. 左、中央、右のセクションバルブにバルブアク

チュエータ3つを固定している3個のリテーナー
を取り外す。

g491695

図図図 45

1. ブームバルブ 3. バルブアクチュエータ

2. リテーナ

2. 左、中央、右のセクションバルブからバルブアク
チュエータを取り外す。

3. バイパスバルブのクイックディスコネクトフィッティ
ングにキャップを固定しているリテーナーを外し、
キャップを取り外して廃棄する。

g200483

図図図 46

1. クイックディスコネクトフィッ
ティングバイパスバルブ

3. キャップ

2. リテーナ

マママニニニホホホルルルドドドマママウウウンンントトトかかからららブブブーーームムムバババルルルブブブ
ををを外外外すすす
1. セクションバルブをマニホールドマウントに固定

している六角ボルト (1/4 x 3”) 2本、ロックナット
(1/4”) 2個、およびワッシャー (1/4”) 4枚を取り
外して保管する。

g491739

図図図 47

1. 角ボルト (1/4 x 3”) 4. ロックナット1/4"
2. ワッシャ1/4" 5. リテーナ

3. セクションバルブ

2. リテーナーを取り外し、マニホールドマウントから
セクションバルブを取り外す。
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10
リリリアアアハハハーーーネネネスススのののマママシシシンンンへへへののの取取取
りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 リアハーネス

リリリアアアハハハーーーネネネスススののの配配配線線線

g198815

図図図 48

1. 102 cm のハーネス枝
線——ASC 10とノズルバ
ルブ 1-10

3. キットのワイヤハーネス
457cm

2. 89 cm のハーネス枝線—
レートバルブ、マスターバ
ルブ、 フローメータ、左散
布、センター散布、右散布

4. 84cm のハーネス枝線 ポ
ンプクラッチ

g198814

図図図 49

1. 61cm のハーネス枝線 水
圧トランスデューサの緑色
のクサビ

3. 60cmの枝線バッテリーの
プラス端子、バッテリーの
マイナス端子、オルタネー
タへ

2. 23cm のハーネス枝線 フ
ローメータ

4. 66cmのハーネス枝線ASC
10動作リレー、50A ヒュー
ズ、ダイオード、GEN 2
トプコン用スイッチ付き電
源、ASC 10 電源と X25
からの CAN

1. リアハーネスの 84 cm、60 cm、および 66 cmの
枝線を、マシンのワイヤーハーネスに沿ってマシ
ンの左側に配線する。
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g491741

図図図 50

1. 457 cmのリアワイヤーハー
ネス

4. マニホルドマウント

2. 84cmの枝線、60cmの枝
線、66cmの枝線。

5. 102 cmの枝線

3. 車両のワイヤハーネス 6. 89 cmの枝線

g199037

図図図 51

1. マシンのワイヤハーネス 3. 102 cm のハーネス枝
線——ASC 10とノズルバ
ルブ 1-10

2. 457 cmのリアハーネス 4. 89 cm のハーネス枝線—
レートバルブ、マスターバ
ルブ、 フローメータ、左散
布、センター散布、右散布

2. リアハーネスの 84 cm、60 cm、および 66 cm
の枝線を、左のフレームチャネルに沿って前方
に配線する。

g199043

図図図 52
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g199038

図図図 53

1. 84cmの枝線ポンプクラッチ 4. 102 cm のハーネス枝
線——ASC 10とノズルバ
ルブ 1-10

2. 60cmの枝線バッテリーの
プラス端子、バッテリーの
マイナス端子、オルタネー
タへ

5. 457 cmのリアハーネス

3. 66cmのハーネス枝線ASC
10動作リレー、50A ヒュー
ズ、ダイオード、GEN 2
トプコン用スイッチ付き電
源、ASC 10 電源と X25
からの CAN

g199039

図図図 54
機体底部

1. 457 cmのリアハーネス 4. 左側フレームチャネル
2. 車両のワイヤハーネス 5. ケーブルタイ

3. 車体前方

3. リアハーネスの 84 cm、60 cm、および 66 cmの
枝線を、駐車ブレーキアセンブリの外側にあるマ
シンワイヤハーネスに沿って配線する。

g199040

図図図 55

1. 457 cmのリアハーネス 3. 60cmの枝線バッテリーの
プラス端子、バッテリーの
マイナス端子、オルタネー
タへ

2. ケーブルタイ 4. マシンのワイヤハーネス

4. リアハーネスの 84 cm、60 cm、および 66 cm
の枝線を、ショック サポート チューブ超しに配
線する。
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g199041

図図図 56

1. マシンのワイヤハーネス 4. 457 cmのリアハーネス
2. 66cmのハーネス枝線ASC

10動作リレー、50A ヒュー
ズ、ダイオード、GEN 2
トプコン用スイッチ付き電
源、ASC 10 電源と X25
からの CAN

5. ケーブルタイ

3. 60cmの枝線バッテリーの
プラス端子、バッテリーの
マイナス端子、オルタネー
タへ

5. リアハーネスをマシンワイヤーハーネスに固定
する。

6. マシンの背面で、89 cmの枝線を昇降マニホール
ドの前方、流量計の右側に配線する。

g491759

図図図 57

1. マシンのワイヤハーネス 4. 3 ソケットコネクタノズルバ
ルブ 5

2. 89 cm のハーネス枝線—
レートバルブ、マスターバ
ルブ、 フローメータ、左散
布、センター散布、右散布

5. 102 cm のハーネス枝
線——ASC 10とノズルバ
ルブ 1-10

3. 3 ピンコネクタセンタースプ
レー

6. 40ソケットコネクタASC 10

7. 102 cmの枝線を昇降マニホールドの後方右側
に配線する。
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左左左、、、中中中央央央、、、右右右ののの散散散布布布バババルルルブブブのののコココネネネククク
タタタををを接接接続続続すすするるる
1. LEFT SPRAYというラベルが付いた 89 cm リアハー

ネス枝線の3ピン コネクタを、LEFT SPRAY VALVE
というラベルが付いたマシンワイヤーハーネスの
3ソケットコネクタに接続する。

g491761

図図図 58

1. バルブ取り付けブラケット 3. 3 ピンコネクタ車両のワイ
ヤハーネスラベルはRIGHT
SPRAY VALVE

2. 3ソケットコネクタ - 89 cmリ
アハーネスブランチRIGHT
SPRAY

4. プッシュインファスナー

2. CENTER SPRAYというラベルが付いたリアハーネス
の3ピン コネクタを、CENTER SPRAY VALVEというラ
ベルが付いたマシンワイヤーハーネスの3ソケット
コネクタに接続する。

3. RIGHT SPRAYというラベルが付いた 89 cm リア
ハーネス枝線の3ピン コネクタを、RIGHT SPRAY
VALVEというラベルが付いたマシンワイヤーハーネ
スの3ソケットコネクタに接続する。

4. リアハーネスの押し込みファスナーを、バルブマ
ウントブラケットのフランジの穴に挿入する。

フフフロロローーーメメメーーータタタ、、、マママスススタタターーーブブブーーームムムバババルルル
ブブブ、、、レレレーーートトトバババルルルブブブ用用用ののの各各各コココネネネクククタタタををを接接接
続続続すすするるる
1. FLOW METERというラベルが付いた89 cmのリア

ハーネス枝線の3ソケット電気コネクタを、フロー
メーターの3ピン コネクタに接続する。

g491762

図図図 59

1. 3 ピンコネクタフローメータ 2. 3ソケット電気コネクタ -
89 cmリアハーネス枝線
-FLOW METER

2. MASTER VALVEというラベルが付いた 89 cm リア
ハーネス枝線の3ピン コネクタを、MASTER SPRAY
VALVEというラベルが付いたマシンワイヤーハーネ
スの3ソケットコネクタに接続する。
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g491752

図図図 60

1. 3ピンコネクタアクチュエー
タ - MASTER-SPRAY VALVE

3. 3ピンコネクタ - 89 cmリア
スプレーヤーハーネス枝
線—MASTER VALVE )

2. 3ピンコネクタ - 89 cmリア
スプレーヤーハーネス枝
線—MASTER VALVE )

4. 3 ソケットコネクタ車両の
ワイヤハーネスラベルは
MASTER SPRAY VALVE

3. マスタースプレーバルブ用アクチュエータの3ピ
ンコネクタを、MASTER VALVEというラベルが付い
た89 cmリアハーネス枝線の3ソケットコネクタ
に接続する。

4. レートバルブ用アクチュエータの4ピンコネクタを、
RATE VALVEというラベルが付いた89 cmリアハー
ネス枝線の4ソケットコネクタに接続する。

g491806

図図図 61

1. 4ソケットコネクタ - 89 cm
のリアハーネス枝線‐RATE
VALVE

2. 4ピンコネクタアクチュエー
タ - RATE VALVE

11
フフフロロローーーメメメーーータタタのののマママニニニホホホルルルドドドののの組組組
みみみ立立立ててて

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ストレートホースバーブ1 x 2”

3 ホースクランプ¾-1½"

1 ホース1x8-1/2"

1 マニホルド

1 ホース1 x 16"

マママニニニホホホルルルドドドバババルルルブブブををを組組組みみみ付付付けけけるるる
1. ホースクランプ (3/41-1/2”) を使って、ホース (1 x

8-1/2”) をストレートホースバーブ (1 x 2”に取り付
け、クランプを手で締め付ける。
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g491807

図図図 62

1. ストレートホースバーブ
1 x 2”

4. マニホルド

2. ホースクランプ¾-1½" 5. ホース1 x 16"
3. ホース1x8-1/2"

2. ホースクランプを使って、ホースのもう一方の端
(1 x 8-1/2”) をマニホールドのバーブ付きフィッ
ティングに取り付け、ホースクランプを手で締め
付ける。

3. ホース クランプを使って、ホース (1 x 16”) をマニ
ホールドのもう一方のバーブ付きフィッティングに
取り付け、クランプを手で締め付ける。

マママニニニホホホルルルドドドをををフフフロロローーーメメメーーータタタににに取取取りりり付付付けけけるるる
1. 38 mmのガスケットと 51 mmフランジクランプを
使って、ストレートホースバーブ (1 x 2”) をフロー
メータのフランジに取り付ける。

g491809

図図図 63

1. フランジフローメータ 3. フランジクランプ 51 mm2"
2. ガスケット38 mm 4. ストレートホースバーブ

1 x 2”

2. フランジクランプを手締めする。

12
バババイイイパパパスススホホホーーースススをををタタタンンンクククににに取取取
りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バイパスホースアセンブリ

1 燃料バルブ

バババイイイパパパスススホホホーーースススををを組組組みみみ付付付けけけるるるタタタンンンクククににに
1. バイパスホースアセンブリをタンクに位置合わ

せする。

g330377

g330376

図図図 64

1. バーブ付き 90°フィッティン
グバイパスホースアセンブ
リ

3. リテーナ

2. バルクヘッドフィッティング
スプレータンク
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2. リテーナーを使用して、90°バーブ付きフィッティ
ングをタンクのバルクヘッドフィッティングに固定
する。 13

改改改造造造しししたたたセセセンンンタタターーーブブブーーームムムセセセククク
シシショョョンンンののの取取取りりり付付付けけけ

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

吊吊吊りりり上上上げげげ装装装置置置ににに必必必要要要ななな能能能力力力: 55kg
1. 指定された能力を持つ吊り上げ装置を使って、中
央ブーム部分を持ち上げ、ブーム部分をサポート
ブラケットの穴に合わせる。

g491753

図図図 65

1. センターブーム 3. フランジヘッドボルト3/8 x
1-¼")

2. サポートブラケット 4. フランジロックナット⅜"

2. フランジボルト (3/8 x 1-1/4”) 4本とフランジロック
ナット (3/8”) 4個を使って、センターブームセクショ
ンをサポートブラケットに組み付ける。

3. ボルトとナットを 37-45 N·m 9.3-11.5 kg.m =
27-33ft-lb にトルク締めする。
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14
昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダマママニニニホホホルルルドドドをををシシシリリリ
ンンンダダダマママウウウンンントトトににに取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. バルブ取り付けブラケットから昇降マニホルドを
外す。

2. セクション昇降マニホールドのサポートブラケット
の穴をシリンダーマウントの穴に合わる。

g492470

図図図 66

1. フランジヘッドボルト5/16"
x 1"

3. シリンダマウント

2. サポートブラケットブーム昇
降マニホルド

4. フランジロックナット5/16"

3. フランジボルト (5/16 x 1”) 2本とフランジロックナッ
ト (5/16”) を使って、サポートブラケットをシリン
ダーマウントに組み付ける。

4. ボルトとナットを 19.78-25.42 N·m2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

15
バババルルルブブブマママウウウンンントトト、、、レレレーーートトト/セセセククク
シシショョョンンンコココンンントトトロロローーーラララーーー、、、セセセクククシシショョョ
ンンンバババルルルブブブののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バルブマウントとバルブアセンブリ

1 レート/セクションコントローラー

4 マグネット

4 ボルト(#8)

2 ワッシャ1/4"

4 平ワッシャ

4 ロックナット(#8)

2 キャップクイックディスコネクトフィッティング

8 フランジヘッドボルト5/16" x ¾"

8 フランジロックナット5/16"

1 ホースクランプ

1 プッシュインファスナーケーブルタイ)

3 プッシュインファスナーコネクタアンカー

コココンンントトトロロローーーラララーーーをををバババルルルブブブマママウウウンンントトトににに取取取
りりり付付付けけけるるる
1. 六角ボルト (#8)4本、ワッシャー(1/4”)2枚、平

ワッシャー4枚、およびロックナット (#8).4個を使っ
て、マグネットをコントローラーに固定する。

g491696

図図図 67

1. ボルト(#8) 4. 平ワッシャ

2. マグネット 5. ロックナット(#8)
3. ワッシャ1/4"
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2. コントローラーアセンブリをバルブマウント上に
置く。

g491697

図図図 68

ブブブーーームムムバババルルルブブブ 3 個個個をををバババルルルブブブマママウウウンンントトト
ににに取取取りりり付付付けけけるるる
1. セクションバルブ3つを、スプレーバルブアセンブ

リのバルブ7のフランジに合わせる。

重重重要要要 GeoLink散散散水水水シシシススステテテムムムでででははは、、、左左左、、、中中中央央央、、、右右右
のののセセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブははは次次次のののよよようううににに識識識別別別ささされれれままますすす左左左
セセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブ - ノノノズズズルルル8、、、中中中央央央セセセクククシシショョョンンンバババルルル
ブブブ - ノノノズズズルルル9、、、右右右セセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブ - ノノノズズズルルル10。。。

g491811

図図図 69

1. リテーナ 3. フランジ—セクションバルブ
左散水セクション—ノズル
バルブ8

2. フランジ—セクションバル
ブ7GeoLink散水バルブア
センブリ

2. セクションバルブ8のバイパスバルブ用クイック
ディスコネクトカップリングのソケットを、前に取

り外したリテーナーを使ってセクションバルブ7の
バイパスバルブ用クイックディスコネクトカップリ
ングに固定する。

g199386

図図図 70

1. クイックディスコネクトカン
プリングソケットバイパスバ
ルブ

2. リテーナ

3. 先ほど取り外した六角ボルト(1/4 x 3”) 2本 、
ワッシャー (1/4”) 4個、ロックナット (1/4 ”) 2個
を使って、セクションバルブをバルブマウントに
組み付ける。

g491812

図図図 71

1. フランジヘッドボルト1/4 x 3" 3. ロックナット1/4"
2. ワッシャ1/4"

4. フランジヘッドボルトとロックナットを 10.17-12.43
N·m 1.0-1.4 kg.m = 90-120 in-lb にトルク締め
する。
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バババルルルブブブマママウウウンンントトトとととセセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブアアアセセセ
ンンンブブブリリリをををマママシシシンンンににに組組組みみみ付付付けけけるるる

吊吊吊りりり上上上げげげ装装装置置置ににに必必必要要要ななな能能能力力力: 23kg
1. 指定された能力の吊り上げ装置を使って、バルブ

マウントおよびセクションバルブアセンブリを持ち上
げて、センターブームセクションの上に配置する。

g491824

図図図 72

1. バルブマウントスプレーバルブアセンブリ

2. バルブマウント用マウントブラケットの穴を、セン
ターブームセクション用トラスフレームの穴に合
わせる。

g199540

図図図 73

1. ブラケットバルブマウント 3. フランジロックナット5/16"
2. トラスフレームセンターブー

ム)
4. フランジヘッドボルト5/16"

x ¾"

3. ボルト (5/16 x 3/4")4本とフランジ ロックナット
(5/16")4個を使って、バルブ マウントをトラス フ
レームに組み付ける。

g492871

図図図 74

1. フランジヘッドボルト5/16 x
3/4"

3. フランジロックナット5/16"

2. ブラケットバルブマウント 4. トラスフレームセンター散
水セクション

4. もう一方のトラスフレームの取り付けブラケットに
も、ステップ 2-3の作業を行う。

5. フランジヘッドボルトとフランジロックナットを
1978-2542 N·cm 2.0-2.6 kg.m = 175-225 in-lb に
トルク締めする。

ホホホーーースススをををバババルルルブブブマママニニニホホホーーールルルドドドににに組組組みみみ
付付付けけけるるる
1. ホース (1 x 16”) を 90度フランジ継手 (1”) に取

り付ける。

g491825

図図図 75

1. 90度フランジ継手1" 3. ホース1 x 16"
2. ホースクランプ 4. バルブマウント

2. ホースクランプを使用してホースをフランジ継手
に固定する。
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セセセクククシシショョョンンンバババイイイパパパスススホホホーーースススののの取取取りりり付付付けけけ
1. クイックコネクトフィッティングのソケットからリテー

ナを外す。

2. バイパス ホースのクイックコネクトフィッティング
を、セクションバルブ10のバイパスバルブのクイッ
クディスコネクトフィッティングに取り付ける。

g491754

図図図 76

1. クイックディスコネクトフィッ
ティングバイパスバルブ

3. リテーナ

2. ソケットクイックコネクト
フィッティング

3. バイパス ホースとバイパスバルブ用クイックディ
スコネクトフィッティングをリテーナーで固定する。

4. セクションバルブ1のクイックディスコネクトフィッ
ティングに対して、手順13を繰り返す。

16
マママシシシンンン背背背面面面のののリリリアアアハハハーーーネネネスススののの
接接接続続続

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

セセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブののの電電電気気気コココネネネクククタタタののの接接接
続続続
1. バルブアクチュエータ電気コネクタの押し込みファ

スナーをバルブマウントの穴に取り付ける。

g199981

図図図 77

1. 押し込みファスナーバルブ
アクチュエータ電気コネクタ

4. 3 ピンコネクタ (バルブアク
チュエータ—ポジション 8

2. バルブマウント 5. 3 ピンコネクタ (バルブアク
チュエータ—ポジション 9

3. 3 ピンコネクタ (バルブアク
チュエータ—ポジション 10

2. NOZZLE VALVE 1というラベルの付いた89 cmのリ
アハーネス枝線の3ソケットコネクタを、左端の
バルブアクチュエータ (ポジション1)の3ピンコネ
クタに接続する。

注注注バルブアクチュエータのポジション 1-10は、
車両の後ろから見たときに左から右へ順に数え
た位置です。
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g199980

図図図 78

1. 3 ピンコネクタ (バルブアク
チュエータ—ポジション 1

3. バルブアクチュエータポジ
ション 1

2. 3ソケットコネクタ - 89 cmの
リアハーネス枝線‐NOZZLE
VALVE

3. NOZZLE VALVE 2というラベルが付いた89 cmのリ
アハーネス枝線の3ソケット電気コネクタを、バ
ルブアクチュエータの3ピンコネクタポジション2に
接続する。

4. 89 cmのリアハーネス枝線の残り3ソケットコネク
タを、バルブアクチュエータの3ピンコネクタに
接続する。

注注注各 3 ソケットコネクタとバルブアクチュエータが
正しく対応していることを確認してください。

リリリアアアハハハーーーネネネスススををを圧圧圧力力力トトトララランンンスススデデデュュューーー
サササーーーににに接接接続続続すすするるる

PRESSURE TRANSDUCER GREEN WEDGEというラベルが
付いたリアハーネスの3ソケットコネクタの61 cmの枝線
を、圧力トランスデューサの3ピン コネクタに挿入する。

g200254

図図図 79

1. 3ソケットコネクタ - 61 cm
のリアハーネス枝線‐
PRESSURE TRANSDUCER
GREEN WEDGE

2. 3ピンコネクタ圧力トランス
デューサ
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リリリアアアハハハーーーネネネスススをををASC 10ににに接接接続続続すすするるる
1. リアハーネスの102 cm枝線の40ソケットコネク

タをASC 10散水コントローラーの40ピンコネクタ
に挿入する。

g281673

図図図 80

1. 40 ピンコネクタASC 10散
水コントローラ

3. 蝶ねじ

2. 40 ソケットコネクタワイヤ
ハーネスの 102cm枝線

2. 40ソケットコネクタの蝶ねじをASC 10コネクタに手
でねじ込む。

3. TO ASC 10というラベルの付いたリアハーネスの4
ソケットコネクタをASC 10の散水コントローラーの
4ピンコネクタに挿入する。

g491826

図図図 81

1. 4 ソケットコネクタTO ASC 10 2. 4 ピンコネクタASC 10散布
コントローラ

17
ブブブーーームムム昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

4 油圧ホース ¼" x 24¾"

昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダををを組組組みみみ立立立てててるるる
1. 昇降シリンダーの固定端をシリンダーマウントの

16 mmの穴に合わせる。

注注注延びる側のポートと縮む側のポートを間違え
ないように整列させてください。

g200002

図図図 82

1. 昇降シリンダ固定側 4. フランジヘッドボルト5/16"
x ¾"

2. ピボットピン 5. シリンダマウント

3. フランジロックナット5/16"

2. ピボットピン、フランジヘッドボルト、フランジナッ
トを使って、シリンダーをシリンダーマウントに
組み付ける。

3. ボルトとナットを 1978-2542 N·cm2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

4. 機体の反対側の昇降シリンダについても 1-3の
作業を行う。
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昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 左側ブーム昇降シリンダーの延長ポートとブーム
昇降マニホールドのポートC3の間に、新しい油
圧ホース (1/4 x 24-3/4”) を仮止めする。

g491837

図図図 83

1. 伸長ポート左側ブーム昇降
シリンダー

4. 収縮ポート左側ブーム昇降
シリンダー

2. 油圧ホース ¼" x 24¾" 5. ポートC4 (ブーム昇降マニ
ホールド)

3. ポートC3 (ブーム昇降マニ
ホールド)

2. 左側ブーム昇降シリンダーの収縮ポートとブーム
昇降マニホールドのポートC4の間に、新しい油
圧ホース (1/4 x 24-3/4”) を仮止めする。

3. 右側ブーム昇降シリンダーの延長ポートとブーム
昇降マニホールドのポートC1の間に、新しい油
圧ホース (1/4 x 24-3/4”) を仮止めする。

g491838

図図図 84

1. ポートC1 (ブーム昇降マニ
ホールド)

4. ポートC2 (ブーム昇降マニ
ホールド)

2. 油圧ホース ¼" x 24¾" 5. 収縮ポート右側ブーム昇降
シリンダー

3. 伸長ポート右側ブーム昇降
シリンダー

4. 右側ブーム昇降シリンダーの収縮ポートとブーム
昇降マニホールドのポートC2の間に、新しい油
圧ホース (1/4 x 24-3/4”) を仮止めする。

5. 昇降シリンダーの伸縮ポートのホースフィッティ
ングを2126 N∙m (2.272.81kgm) のトルクで締
め付ける。

6. ブーム昇降マニホールドのホースのスイベルナッ
トを2430 N∙m (2.593.24kgm)のトルクで締め付
ける。
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18
左左左右右右ののの外外外側側側ブブブーーームムムををを取取取りりり付付付けけけ
るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

4 ナイロン製フランジブッシュ

1 給液ホースアセンブリ188cm

1 給液ホースアセンブリ234cm

1 給液ホースアセンブリ279cm

アアアウウウタタターーーブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンかかからららタタタレレレッッットトト
ををを取取取りりり外外外すすす。。。
1. 2つのタレット間のホースを切断する。

g030775

図図図 85

1. フランジロックナット5/16" 3. タレット

2. タレットマウント 4. ホース内径3/4"

2. タレットをタレットマウントに固定しているフランジ
ロックナット (5/16”) を取り外す。

3. 他の3つのタレットでもその手順を繰り返す。

注注注 フランジロックナットとタレットを保持する。

注注注 ホース、クランプ、T字継手は廃棄する。
4. 他のアウターブームセクションでもその手順を
繰り返す。

5. 上部クランプ半分と両側または片側バーブ付き
ホース シャンク (3/4”) を各散水ノズルの本体に固
定しているステンレス鋼製ネジ (#12 x 1-1/4”) を
取り外し、バーブ付ホースシャンクを取り外す。

注注注 クランプを分離する時に上側クランプから外れ
てくる六角ヘッドボルト5/16" x ¾"—ステンレスは
再利用しますから捨てないでください。

g030802

図図図 86

1. クランプの上半分 5. タレット

2. トランスファチューブ 6. ステンレスねじ#12 x 1-1/4"
3. 六角ヘッドボルト5/16" x

¾"ステンレス
7. 片側バーブ付きホースシャ

ンク3/4 ”ホース
4. 両側バーブ付きホースシャ

ンク3/4"ホース

左左左右右右のののブブブーーームムムををを機機機体体体ににに取取取りりり付付付けけけるるる

昇昇昇降降降装装装置置置ののの能能能力力力 46 kg
1. 所定の能力のあるホイストなどを使って、左また

は右のブームを吊り上げる。

2. ピボットフィッティングの両側にある31.8 mmの穴
にナイロンフランジブッシングを挿入する。

g030783

図図図 87

1. ナイロン製フランジブッシュ 2. ピボットフィッティング左右
ブーム
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3. ピボットフィッティングのブッシングを、センター
ブームセクションの端にあるピボットブラケットのフ
ランジの穴に合わせる。

g492869

図図図 88

1. ピボットフィッティング左右
ブーム

4. ピボットブラケットセンター
ブーム

2. フランジボルト5/16" x 1" 5. フランジロックナット5/16"
3. ピボットピン

4. フランジボルト (5/16 x 1”) 2本とフランジロックナッ
ト (5/16”) を使って、 ピボットフィッティングをピ
ボットブラケットに組み付ける。

5. ボルトとナットを 19.78-25.42 N·m2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

6. 昇降シリンダーのロッドエンドをピボットフィッティ
ングのホーンの25 mmの穴に合わせる。

g492870

図図図 89

1. ヘアピン 3. クレビスピン

2. ロッドの先端昇降シリンダ 4. 25mm の穴 — ピボット
フィッティングのホーン

7. クレビスピンとヘアピンを使って昇降シリンダーを
ピボットフィッティングに固定する。

8. 機体の反対側の外側ブームにも、ステップ 17の
作業を行う。
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19
ホホホーーースススののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 供給ホース279cm

2 供給ホース234cm

4 供給ホース188cm

2 供給ホース81cm

ホホホーーースススをををセセセクククシシショョョンンンバババルルルブブブににに組組組みみみ付付付けけけるるる

注注注 バーブ付き継手はカップラに完全に差し込んでください。

リテーナーを使ってバーブ継手をカプラーに固定する。

g491701

図図図 90

1. セクションバルブ1 6. セクションバルブ6 11. 供給ホース279cm
2. セクションバルブ2 7. セクションバルブ7 12. 供給ホース234cm
3. セクションバルブ3 8. セクションバルブ8 13. 供給ホース188cm
4. セクションバルブ4 9. セクションバルブ9 14. 供給ホース81cm
5. セクションバルブ5 10. セクションバルブ10

注注注 供給ホース アセンブリ81cmには、2本の分岐ホースと2本のシングルバーブ ホースシャンクを備えたT字
継手が付いています。
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ブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンン セセセクククシシショョョンンンバババルルル
ブブブ

ノノノズズズルルル 供供供給給給ホホホーーーススス

1 1 279cm

2 2 234 cm

3 3 188cm

左

4 4 188cm

5 5と6 81cmセンター

6 7と8 81cm

7 9 188cm

8 10 188cm

9 11 234 cm

右

10 12 279cm

g491702

図図図 91
ノズル位置
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ホホホーーースススののの配配配設設設

ホースの配設に図 92スルー図 96を使用する。片面のみが表示される。配設は両側で同じ。

g491703

図図図 92
81cmホース

g491704

図図図 93
188cmホース

44
 



g491840

図図図 94
188cmホース

g491841

図図図 95
234cmホース

g491842

図図図 96
279cmホース
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アアアウウウタタターーーブブブーーームムムセセセクククシシショョョンンンへへへのののタタタレレレッッッ
トトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. タレットのサドルにあるトランスファーチューブを、

シングルバーブ付きホースシャンク (1/2”)の側面
にある穴に合わせる。

g030592

図図図 97

1. 六角ヘッドボルト5/16 x
3/4"ステンレス鋼

5. ステンレスねじ#12x 1-1/4"

2. トランスファチューブ 6. タレット

3. クランプの上半分 7. スプレーセクションへ

4. シングルバーブ付きホース
シャンク1/2"

2. バーブホースのシャンクの周りでクランプの上部
半分を閉じ、ステンレス鋼のネジ(#12 x 1-1/4")
でクランプの半分とタレット本体を固定する。ス
テンレス鋼のネジを1418N·m (1.51.9kgm)のトル
クで締め付ける。

注注注 クランプを閉じるときに、六角ヘッドボルト5/16
x 3/4"がクランプの上半分のくぼみにきちんとは
まっていることを確認する。

3. 先に取り外したフランジロックナット(5/16")を使っ
て、タレットをマウントに固定する。

g030823

図図図 98

1. フランジロックナット5/16" 4. マシン後方

2. タレットマウント 5. 六角ヘッドボルトステンレ
ス5/16 x 3/4"

3. タレット

4. フランジロックナットを、19.78-25.42N·m
2.0-2.6kg.mにトルク締めする。

20
ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドののの水水水圧圧圧計計計用用用ののの
水水水圧圧圧検検検知知知チチチュュューーーブブブををを接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドののの水水水圧圧圧計計計用用用ののの水水水圧圧圧検検検
知知知チチチュュューーーブブブををを接接接続続続すすするるる

水圧検知チューブをチューブ カプラに完全に固定さ
れるまで挿入する。
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g491755

図図図 99

1. 水圧検知チューブ 2. チューブカプラ右ブーム
セクションバルブのエンド
キャップ

21
ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機ののの取取取りりり
付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ナビゲーション受信機プレート

1 受信機用マウント

1 ボルト⅜" x 3¼"

1 ロックワッシャ⅜"

1 ワッシャ⅜" x 13/16"

1 スペーサ⅜" x 1"

1 フランジロックナット⅜"

1 フランジヘッドボルト5/16" x ¾"

1 フランジロックナット5/16"

2 フランジヘッドボルト (⅜" x 1½")

2 スペーサ⅜" x 7/16"

1 ナビゲーション受信機

1 モデム用アンテナブラケット

3 六角ヘッドボルト5 x 16mm

3 ワッシャ5 mm

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機マママウウウンンントトトののの組組組みみみ
付付付けけけ
1. ボルト (3/8 x 3-1/4”)、ロックワッシャー、ワッ

シャー、スペーサー (3/8 x 1”)、およびロックナッ
ト (3/8”)各1個を使って、受信機プレートを受信機
マウントに固定する。

g421246

図図図 100
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2. フランジヘッドボルト (5/16 x 3/4”) とフランジロック
ナット (5/16”) を、受信機マウントの小さい方の穴
と受信機プレートのスロットに通して組み立てる。

g421247

図図図 101

3. 受信機プレートを少し抵抗があるが回せる程度
にボルトとナットを締め付ける。

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機マママウウウンンントトトのののマママシシシ
ンンンへへへののの取取取りりり付付付けけけ
1. 受信機マウントおよびスペーサー (3/8 x 7/16”) を

フランジヘッドボルト (3/8 x 1-1/2”) を使ってロー
ルバーに組み付ける。

g421248

図図図 102

2. 受信機プレートを少し抵抗があるが回せる程度に
ボルトを締め付ける。

3. 受信機プレートを左右水平にする。

g200675

図図図 103

4. フランジヘッドボルト5/16" x ¾"とフランジロック
ナット5/16"を 19.78-25.42 N·m 2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lb にトルク締めする。

5. 受信機プレートを前後水平にする。

6. ボルト⅜" x 3¼"とフランジロックナット⅜"を 37-45
N·m 3.7-4.6 kg.m = 27-33 ft-lbにトルク締めする。

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機ををを車車車体体体ににに組組組みみみ
付付付けけけるるる
1. ボルト (5 x 16 mm) 4本とワッシャー4個を使っ

て、4本のをマウントに取り付ける。

注注注両方の矢印がマシンの正面を向くようにする
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g421249

図図図 104

2. ボルト3本を 576-712 N·cm 0.6-0.7 kg.m = 51-63
in-lbにトルク締めする。

22
モモモデデデムムムアアアンンンテテテナナナをををマママシシシンンンににに取取取
りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 アンテナマウント

2 リベット

2 マグネット

1 モデムアンテナ

1 高感度アンテナ別売り

モモモデデデムムムアアアンンンテテテナナナののの取取取りりり付付付けけけ
1. モデムアンテナブラケットをロールバーに取り付

ける。

g421243

図図図 105

2. アンテナの取り付け面に付着したグリースや油を
取り除く。

3. 両面テープの裏紙を剥がし、アンテナをマウン
トに貼り付ける。

g421244

図図図 106

4. アンテナとワイヤーハーネスを3本のケーブルタ
イでマウントに固定する。
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g421742

図図図 107

5. 高感度アンテナ別売を取り付ける

• キャノピーのないマシンの場合は、アンテナを
ロールバーの上に配置する。

• キャノピー付きのマシンの場合は、付属の
テープパッドを使って、キャノピーの上部にア
ンテナを固定する。

g422630

図図図 108

モモモデデデムムムとととアアアンンンテテテナナナのののハハハーーーネネネスススののの配配配線線線
1. モデムアンテナハーネスをロールバーに沿って
右側に配線する。

g422945

図図図 109

g422946

図図図 110

2. ハーネスを下前方に配線する。
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g314602

図図図 111

1. コネクタモデム用アンテナハーネス

23
ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンンコココンンンポポポーーーネネネンンントトト
関関関係係係のののワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススののの取取取りりり
付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハーネスアダプタ

1 データおよび電気ハーネス

8 ケーブルタイ

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン用用用デデデーーータタタととと電電電気気気ハハハーーー
ネネネスススののの識識識別別別

g310848

図図図 112

1. 12 ソケットコネクタ - ナビ
ゲーション受信機 AGI4 A
コネクタ (グレー)

6. 270.5cm電源ハーネス枝線

2. 12 ソケットコネクタ - ナビ
ゲーション受信機 AGI4 B
コネクタ (グレー)

7. 26ソケットコネクタコント
ロールコンソール

3. 302cm データハーネス枝
線 (ナビゲーション受信機)

8. 226 cmのデータハーネス
枝線コントロールコンソール

4. リング端子 (バッテリーの
プラスとバッテリーのマイ
ナスに)

9. 4ピンコネクタリアハーネス
インターフェース—CAN 2
ASC 10 バス)

5. ソケットコネクタスイッチン
グ電源

10. 34cmデータハーネス枝線
(リアハーネスインターフェ
イス)

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン用用用デデデーーータタタととと電電電気気気ハハハーーーネネネ
スススをををナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン受受受信信信機機機ににに接接接続続続
1. ナビゲーション用データと電気ハーネスの302cm
枝線を、12 ソケットコネクタ (灰灰灰色色色) と 12 ソケット
コネクタ (黒黒黒色色色) を使って右ROPSチューブに沿っ
てナビゲーション受信機に向かって配線する。
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2. AGI4 A キー (灰色) というラベルの付いたデータ
ハーネスの12 ソケットコネクタの長面にある2つ
のコネクタを、アダプタハーネスの2つのコネク
タスロットに接続する。

g420537

図図図 113

3. アダプターハーネスを受信機に差し込む。

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンンデデデーーータタタととと電電電気気気ハハハーーーネネネススス
をををマママシシシンンンののの右右右側側側ににに配配配線線線すすするるる
1. ナビゲーションデータと電気ハーネスを右ロー

ルバーチューブに沿って配線し、モデムアンテ
ナハーネスをシートサポートのクロス メンバーま
で配線する。

g421251

図図図 114

2. ケーブルタイを使ってハーネスをロール バーに
固定する。

注注注 12ソケットコネクタとケーブルタイの間のハー
ネスにたるみがあるようにする。

3. ナビゲーションデータと電気ハーネスの227 cm
の枝線を、マシンのコントロールコンソールの下
部に沿って配線する。

g314627

図図図 115

1. 227 cmのハーネス枝線ナ
ビゲーションデータと電気
ハーネス

3. ナビゲーションデータと電
気ハーネス

2. 258 cmの電源ハーネス枝
線ナビゲーションデータと
電気ハーネス

4. モデム用アンテナハーネス

4. ナビゲーションデータと電気ハーネスの258 cmの
枝線を、ショックサポートチューブを越えてバッテ
リーに向かって配線する。

CAN 2/ASC 10電電電源源源コココネネネクククタタタののの接接接続続続
1. リアハーネスのマグネットマウントをマシンの右側
上部チューブ フレームに貼り付ける。

g315375

図図図 116

1. マグネットマウントリアハー
ネス

3. 4ソケットコネクタASC10
PWR & CAN FROM X30
のラベル付き - リアハーネ
ス

2. 右、上部チューブフレーム 4. 4ピンコネクタ (CAN 2 ASC
10 BUSのラベル付き—
データハーネス)

2. データハーネスのCAN 2 ASC 10 BUSというラ
ベルの付いた4ピンコネクタを、リアハーネスの
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ASC10 PWR & CAN FROM X30というラベルの
付いた4ソケット コネクタに差し込む。

24
デデディィィスススプププレレレイイイののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ディスプレイマウント

3 フランジヘッドボルト 6 x 12 mm

2 ボルト5/16"

4 フランジヘッドボルト5/16 x 3/4"

8 フランジロックナット5/16"

1 ボールマウント

1 ディスプレイアーム

ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり外外外すすす
1. テープを使ってステアリングホイールをステアリン

グバルブの位置にマークする。

g201190

図図図 117

1. ハンドルのカバー 4. ハンドル

2. ナット⅝" 5. シャフトステアリングバルブ

3. ワッシャ⅝" 6. テープ

2. ハンドルからカバーを取り外す。

3. ハンドルをステアリングバルブに固定しているナッ
ト (5/8”) とワッシャー (5/8”) を取り外し、ハンドル
を取り外す。

デデディィィスススプププレレレイイイマママウウウンンントトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. 図のようにディスプレイマウントをマシンに合わ

せる。

g201211

図図図 118

1. モニタマウント

2. フランジヘッドボルト (6 x 12 mm) 3本を使って、
ディスプレイマウントをステアリングバルブのハウ
ジングに組み付ける。

g201179

図図図 119

1. モニタマウント 3. ハウジングステアリングバ
ルブ

2. フランジヘッドボルト 6 x 12
mm

3. Uボルト2本とフランジ ロックナット (5/16”) 4個を
使って、ディスプレイマウントプレートをマシン
シャーシのサポートチューブに組み付ける。
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g201180

図図図 120

1. フランジロックナット5/16" 3. サポートチューブ車両の
シャーシ

2. プレートディスプレイマウン
ト

4. ボルト5/16"

4. ステアリングバルブの所のフランジヘッドボルト6
x 12 mm3本を 9.72-11.98 N∙m ( 1.0-1.2 kg.m =
86-106 in-lbにトルク締め、サポートチューブの
ところのフランジロックナットを19.78-25.42 N·m
2.0-2.6 kg.m = 175-225 in-lb にトルク締めする。

ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. ハンドルのテープマークをステアリングバルブの

ハウジングテールマークに合わせる。

g201184

図図図 121

1. ハンドルのカバー 4. ハンドル

2. ナット⅝" 5. シャフトステアリングバルブ

3. ワッシャ⅝"

2. 事前に取り外したワッシャー (5/8”) とナット (5/8”)
を使って、ハンドルをステアリングバルブのシャフ
トに組み付ける。

3. ナットを 206-254 N·m9.3-11.5 kg.m=152-188
ft-lbにトルク締めする。

4. カバーを取り付けます。

デデディィィスススプププレレレイイイをををマママウウウンンントトトににに取取取りりり付付付けけけるるる
1. フランジヘッドボルト (5/16 x 3/4”) 4本とフランジ

ロックナット (5/16”) を使って、 ボールマウントを
ディスプレイマウントのブラケットに組み付ける。

g201181

図図図 122

1. ブラケットディスプレイマウ
ント

3. ボールマウント

2. フランジヘッドボルト5/16"
x ¾"

4. フランジロックナット5/16"

2. ボルトとナットを 19.78-25.42 N·m2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

3. ディスプレイのボールフィッティングとマシン上
のボールマウントを長いディスプレイアームに組
み付ける。

g422949

図図図 123
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4. ディスプレイをマシンオペレーターの位置から見
えるように調整し、ディスプレイアームのノブを
手締めする。

25
デデデーーータタタケケケーーーブブブルルルをををデデディィィスススプププレレレイイイ
ににに接接接続続続すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンンデデデーーータタタととと電電電気気気ハハハーーーネネネススス
をををデデディィィスススプププレレレイイイににに配配配線線線しししててて接接接続続続すすするるる
1. ナビゲーションデータおよび電気ハーネスの

227 cmの枝線 (26ソケットコネクタのある枝線)
を、ディスプレイのサポートチューブに沿って上
向きに配線する。

2. ナビゲーションデータハーネスをモニターに差し
込む。

g422947

図図図 124

終終終端端端抵抵抵抗抗抗ののの取取取りりり外外外ししし

図に示すように、データケーブルのCAN 2 TERMINATOR
というラベルの付いた6ソケットコネクタから終端抵抗を
取り外す。

注注注 終端抵抗は不要になります。

g422948

図図図 125

26
モモモデデデムムム用用用デデデーーータタタハハハーーーネネネスススのののマママ
シシシンンンへへへののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 モデム用データハーネス - 300cm

モモモデデデムムム用用用デデデーーータタタハハハーーーネネネスススをををデデディィィスススプププ
レレレイイイににに接接接続続続
モデム用ハーネスコネクタをディスプレイにねじで固
定する。

g420566

図図図 126

モモモデデデムムム用用用デデデーーータタタハハハーーーネネネスススののの配配配線線線
1. モデム用データ ハーネスをディスプレイのデータ

ハーネスに沿って配線する。
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2. モデム用データハーネスをマシンのショックサポー
トチューブの下に配線する。

3. モデム用データハーネスをリレーの背面を横切っ
て下向きに配線する。

g315307

図図図 127

1. データハーネスコントロー
ルコンソール

2. モデム用データハーネス

4. 図示のように、モデム用データハーネスの
ETHERNET CL-55というラベルの付いた4ピンコネク
タを、モデム用アンテナハーネスの4つのコネク
タの近くに配置する。

g315308

図図図 128

1. コネクタモデム用アンテナ
ハーネス

2. 4ピンコネクタETHERNET
CL-55というラベルの付いた
モデム用データハーネス

ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンンデデデーーータタタおおおよよよびびび電電電気気気ハハハーーー
ネネネススス、、、モモモデデデムムム用用用アアアンンンテテテナナナハハハーーーネネネススス、、、モモモ
デデデムムム用用用デデデーーータタタハハハーーーネネネスススののの取取取りりり付付付けけけ
1. 右側のアッパーチューブフレームで、ナビゲー

ションデータと電気ハーネス、およびCAN 2 ASC
10 BUSワイヤーハーネス枝線を、2つのケー
ブルタイを使ってキットのスプレー ヤーハーネ
スに束ねる。

2. モデム用アンテナハーネスを束ね、2つのケー
ブルタイを使ってキットのスプレー ヤーハーネ
スに束ねる。

g315764

図図図 129

1. キットのスプレー ヤーハー
ネス

4. CAN 2 ASC 10 BUSワイ
ヤーハーネス枝線

2. ケーブルタイ 5. モデム用アンテナハーネス

3. ナビゲーションデータと電
気ハーネス

3. ケーブルタイを使って、モデム用データハーネス
とナビゲーションデータおよび電気ハーネスをモニ
ターチューブに固定する。
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g315768

図図図 130

1. ケーブルタイ 3. モニターチューブ

2. モデム用データハーネス 4. ナビゲーションデータと電
気ハーネス

4. ケーブルタイを使って、モデム用データハーネ
スをナビゲーションデータおよび電気ハーネス
に固定する。

27
モモモデデデムムム電電電源源源ハハハーーーネネネスススのののマママシシシンンン
へへへののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 モデム電源ハーネス

手手手順順順
1. モデム電源ハーネスをマシンに取り付ける。

g315593

図図図 131

1. モデム電源ハーネス

2. BATTERYおよびGROUNDというラベルが付いたモ
デム電源ハーネスのリング端子をバッテリーに
向けて配線する。

g315594

図図図 132

1. 9ピンコネクタRS232という
ラベルの付いたモデム電源
ハーネス

2. リング端子 (BATTERYおよ
びGROUNDというラベル
の付いたモデム電源ハー
ネス)

3. ETHERNET CL-55というラベルの付いた4ピンコネク
タとモデム電源ハーネスのCL55というラベルの
付いた18ソケットコネクタをマシンのヒューズブ
ロックの下に配線する。

4. 図に示すようにマシンの前側で、ETHERNET CL-55
というラベルの付いた4ピンコネクタとモデム電源
ハーネスのCL55というラベルの付いた18ソケット
コネクタをマシンに接続する。
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g315595

図図図 133

1. 4ピンコネクタETHERNET
CL-55というラベル付き - モ
デム用データハーネス

3. ソケットコネクタオプション
電源ヒューズブロック

2. 18ソケットコネクタCL55と
いうラベル付き - モデム電
源ハーネス)

4. 端末SWITCHEDというラベ
ル付き—モデム電源ハー
ネス

5. SWITCHEDというラベルが付いたモデム電源ハー
ネスの端子を、ヒューズブロックのオプション電源
用ソケットコネクタに差し込みむ。

注注注 マシンのヒューズ ブロックに利用可能なオプ
ション電源回路がない場合は、追加のオプション
ヒューズブロックを取り付ける。必要に応じてToro
の正規代理店に問い合わせてください。

6. ヒューズブロックの近くで、RS232というラベルの
付いた9ピンコネクタとモデム電源ハーネスを束
ね、図のように2つのケーブルタイでハーネス
を固定する。

g315843

図図図 134

1. モデム電源ハーネスバンド
ルRS232というラベルの付
いた9ピンコネクタ -未使用

3. モデム電源ハーネスバンド
ルバッテリーマイナスケー
ブル側

2. ケーブルタイ

7. モデム電源ハーネスをバッテリーのマイナスケー
ブルに束ね、ケーブルタイでバッテリーケーブル
に固定する。

8. ステップ5で使ったオプション電源回路のヒュー
ズブロックソケット (図 135) にヒューズ (10 A) を
挿入します。

g323085

図図図 135

1. ヒューズ (10 A) 2. ヒューズブロック
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28
CL-55モモモデデデムムムのののイイインンンススストトトーーールルル
こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 CL-55モデム

1 モデムブラケット

2 ボルト (#10-24 x 1-3/8 inches)

2 ロックナット(#10-24”)

2 マグネット

2 リベット

モモモデデデムムムのののマママシシシンンンへへへののの取取取りりり付付付けけけ
1. マシンのワイヤーハーネスを支持棒のブラケット

に固定している押し込みファスナーを取り外す。

g315555

図図図 136

1. 押し込みファスナーマシン
ワイヤーハーネス

2. 支持棒のブラケット

2. 六角ボルト (#10-24 x 1-3/8”)2本、ナット (#10-2.2
個を使って、モデムをブラケットに固定する。

g422629

図図図 137

3. リベットを使ってマグネットをモデムブラケットに
固定する。

g422627

図図図 138

4. モデムブラケットを支持棒のブラケットの下、マシ
ンフレームのフランジの後ろに配置する。
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g422628

図図図 139

5. マシンのワイヤーハーネスを支持棒のブラケット
に固定している押し込みファスナーを取り外す。

g315554

図図図 140

1. モデムブラケット 3. 支持棒のブラケット
2. 押し込みファスナーマシン

ワイヤーハーネス

アアアンンンテテテナナナハハハーーーネネネスススのののをををモモモデデデムムムへへへののの接接接続続続
1. WIFIというラベルが付いたモデムアンテナハーネ

スの同軸コネクタを、WIFI/BTというマークが付
いたCL-55モデムの同軸ポートに差し込み、同
軸コネクタを締める。

g310538

図図図 141

1. 同軸コネクタ (WIFIというラ
ベル付き- モデムアンテナ
ハーネス)

3. バイオレット同軸押し込み
型コネクタ (LTE-1というラ
ベル付き- モデムアンテナ
ハーネス)

2. 青色の同軸押し込み型コ
ネクタ (GNSSというラベル
付き- モデムアンテナハー
ネス)

4. 赤色の同軸押し込み型コ
ネクタ (LTE-2というラベル
付き- モデムアンテナハー
ネス)

2. GNSSというラベルが付いたモデムアンテナハー
ネスの青い同軸押し込み型コネクタを、GPSとい
うマークが付いたCL-55モデムのコネクタに、コネ
クタがしっかりとラッチされるまで差し込む。

3. LTE-1というラベルが付いたモデムアンテナハーネ
スの紫色の同軸押し込み型コネクタを、3G / 4G
というマークが付いたCL-55モデムのコネクタに、
コネクタがしっかりとラッチされるまで差し込む。

4. LTE-2というラベルが付いたモデム用アンテナ
ハーネスの赤い同軸押し込みコネクタを、4G DIV
というラベルが付いたCL-55モデムのコネクタに、
コネクタがしっかりと固定されるまで差し込む。

モモモデデデムムムデデデーーータタタととと電電電源源源ハハハーーーネネネスススをををモモモデデデ
ムムムににに接接接続続続
1. イーサネット CL55というラベルが付いたモデム

データハーネスの4 ピンコネクタをCL-55モデムの
4 ソケットコネクタ (マークなし) に差し込み、4 ピ
ンコネクタの刻み付きナットを締め付ける。
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g310539

図図図 142

1. 4 ピンコネクタ (イーサネッ
ト CL55というラベル付き -
モデムデータハーネス)

3. 18ソケットコネクタCL55と
いうラベル付き - モデム電
源ハーネス)

2. 4 ソケットコネクタ (マーク
無 - CL-55モデム)

4. 18ピンコネクタCL-55モデム

2. CL55というラベルが付いたモデム電源ハーネス
の18 ソケットコネクタをCL-55モデムの18 ピン
コネクタに差し込む。
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29
マママシシシンンンのののワワワイイイヤヤヤーーーハハハーーーネネネスススかかか
ららら受受受動動動抵抵抵抗抗抗器器器ををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

マシンのコントロールコンソールの内側で、マシンワイ
ヤーハーネスのラベルのない3ピンコネクタから受動終
端抵抗器を取り外して保管する。

g315682

g315684

図図図 143

1. 3ピンコネクタラベルなし -
マシンワイヤーハーネス

2. 終端抵抗受動

30
ISO-CANバババスススハハハーーーネネネスススののの取取取
りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ISO-CAN バス ハーネス - 302cm

ISOバババスススハハハーーーネネネスススをををナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン
デデデーーータタタおおおよよよびびび電電電気気気ハハハーーーネネネスススににに接接接続続続
1. マシンのコントロールコンソールの前面で、

ISO-CANバス ハーネスのTO ISOBUSというラ
ベルの付いた コネクタをディスプレイの下部に
配線する。

g315685

図図図 144

1. コネクタTO ISOBUSという
ラベル付き - ISO-CAN バ
ス ハーネスへ」

2. コネクタCAN PORT A AND
TO TORO CAN BUSというラ
ベル付き - ISO-CANバス
ハーネス

2. ナビゲーションデータおよび電気ハーネスの4ソ
ケットコネクタのCAN 1 ISOBUSという ラベルの付
いたキャップを外す。
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g315683

図図図 145

1. 4ソケットコネクタCAN 1
ISOBUSというラベル付き -
ナビゲーションデータおよ
び電気ハーネス

3. ISO-CANバスハーネス

2. キャップ

3. ISO-CANバスハーネスのISOBUSというラベルの
付いた4ピンコネクタを ナビゲーションデータおよ
び電気ハーネスのCAN 1 ISOBUSというラベルの付
いた 4ソケット コネクタに差し込む。

g315681

図図図 146

1. 4ソケットコネクタCAN 1
ISOBUSというラベル付き -
ナビゲーションデータおよ
び電気ハーネス

2. 4ピンコネクタ (TO ISOBUSと
いうラベル付き—ISO-CAN
バスハーネス)

4. ISO-CANバスハーネスのTO TORO CANBUSおよ
び CAN PORT Aというラベルの付いたコネクタを
ヒューズブロックに向かって配線する。

g324925

g324880

図図図 147

1. コネクタTO TORO CANBUSおよび CAN PORT Aというラベル
付き - ISO-CANバスハーネス

63
 



ISOバババスススハハハーーーネネネスススをををマママシシシンンンワワワイイイヤヤヤーーー
ハハハーーーネネネスススににに接接接続続続
1. ヒューズブロックで、マシンワイヤーハーネスの

CAN BUS DIAGNOSTICSというラベルの付いた 3ソ
ケット コネクタからキャップを取り外す。

g324923

図図図 148

1. 3ソケットコネクタ (CAN BUS
DIAGNOSTICSというラベル
付き - マシンワイヤーハー
ネス)

3. コネクタ - キットスプレー
ヤーハーネス (DIAG。
CONN.およびCAN 診断相
互接続というラベル付きー
接続しないこと)

2. キャップ 4. 3ピンコネクタ (TO TORO
CANBUSというラベル付
き—ISO-CANバスハーネ
ス)

2. ISO-CANバスハーネスのTO TORO CANBUSと
いうラベルの付いた 3ピンコネクタを、 マシンワイ
ヤーハーネスのCAN BUS DIAGNOSTICSというラベ
ルの付いた 3ソケットコネクタに差し込む。

重重重要要要 リリリアアアハハハーーーネネネスススのののDIAG.CONN.おおおよよよびびびCAN
DIAGNOSTICS INTERCONNECTととといいいうううラララベベベルルルののの付付付いいい
たたたハハハーーーネネネスススコココネネネクククタタタははは接接接続続続しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

ISO-CANバババスススハハハーーーネネネスススののの固固固定定定
1. ISO-CANバスハーネスを束ね、ケーブルタイで

ナビゲーションデータおよび電気ハーネスに固
定する。

g315869

図図図 149

1. ケーブルタイ 3. 右側フレームチューブ
2. ISO-CANバスハーネス 4. ナビゲーションデータと電

気ハーネス

2. 図のように、ケーブルタイを使ってISO-CANバス
ハーネスとナビゲーションデータおよび電気ハー
ネスを右側のフレームチューブに固定する。

31
アアアダダダプププタタターーーハハハーーーネネネスススととと終終終端端端抵抵抵
抗抗抗ののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 アダプターハーネス - 13cm

手手手順順順
1. 衛星受信機で、GeoLinkハーネスの6ソケットコネ

クタのISOバス端子を取り外して廃棄する。

g420711

図図図 150

2. アダプターハーネスの6 ピンコネクタをGeoLink
ハーネスの6 ソケットコネクタに 13cm差し込む。
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3. 抵抗器をアダプタハーネスの3ソケット コネクタ
に差し込む。

4. アダプターハーネスをケーブルタイでGeoLink
ハーネスに固定する。

32
スススプププレレレーーーポポポンンンプププクククラララッッッチチチののの配配配線線線
ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. SPRAY PUMP COILというラベルの付いたマシンワイ

ヤーハーネスの2ソケットコネクタを、ポンプクラッ
チの2ピン コネクタから取り外す。

g198155

図図図 151

1. 2ソケットコネクタ - マシン
ワイヤーハーネス (SPRAY
PUMP COIL)

2. 2ピンコネクタポンプクラッチ

2. キットスプレーヤーハーネス枝線 (84 cm)の2ピン
コネクタを、SPRAY PUMP COILというラベルの付
いたマシンワイヤーハーネスの2ソケットコネクタ
に接続する。

g198144

図図図 152

1. キットスプレーヤーハーネ
ス枝線 (84 cm)

4. 2ソケットコネクタ - マシン
ワイヤーハーネス (SPRAY
PUMP COIL)

2. 2ソケットコネクタラベルな
し -キットスプレーヤーハー
ネス

5. 2ピンコネクタラベルなし -
キットスプレーヤーハーネス

3. 2ピンコネクタポンプクラッチ

3. キットスプレーヤーハーネスの2ソケットコネクタ
を、ポンプ クラッチの2ピン コネクタに接続する。

4. ワイヤーハーネスの枝線84 cmをエンジンと散水
ポンプに向かって配線し、ハーネスがオルタネー
ター・ベルトに当たらないようにする。

g198156

図図図 153

1. キットスプレーヤーハーネ
ス枝線 (84 cm)

2. オルタネータベルト
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33
電電電気気気シシシススステテテムムムのののコココンンンポポポーーーネネネンンントトト
ののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バッテリー用ブラケット

1 バンパー

2 フランジロックナット(1/4”)

1 ストラップ

1 バッテリー (650 A)

1 オルタネータ用ブラケット

1 駆動プーリ279mm

4 ボルト¼" x 2¼"

1 オルタネータ60A

1 フランジヘッドボルト 8 x 25 mm

1 フランジヘッドボルト (3/8" x 1 1/2")

1 V ベルト

バババッッッテテテリリリーーー300Aとととバババッッッテテテリリリーーーブブブラララケケケッッットトト
ををを取取取りりり外外外すすす
1. バッテリーをマシンのバッテリーブラケットに固定

する2本のJ ボルトからフランジロックナット2個と
固定ロッドを取り外す。

g201188

図図図 154

1. フランジロックナット¼" 3. Jボルト
2. 押さえ棒 4. バッテリー (300A)

2. バッテリーブラケットからJ ボルト2本とバッテリー
トレイを取り外して廃棄する。

g201187

図図図 155

1. Jボルト 2. バッテリー トレイ
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3. マシンからバッテリーを取り外す。

注注注外したフランジナット、押さえ棒、バッテリー
300Aは廃棄して構いません。

4. ヒューズブロックをバッテリーブラケットに固定して
いるボルト (10-24 x 3/4”) 3本とナット (10-24) 3個
を取り外して保管する。

g201185

図図図 156

1. 押さえ棒 3. フランジヘッドボルト⅜" x ¾"
2. ヒューズブロック 4. ボルト10-24 x ¾"

5. バッテリーブラケットをマシンのショックサポー
トチューブに固定しているフランジヘッドボルト
(3/8 x 3/4”) 2本を取り外して保管する。

6. アースブロックとワイヤをバッテリーブラケットに固
定しているボルト (10-24 x 3/4”) 2本、ロックナッ
ト (10-24) 2個、およびワイヤサポートクリップを
取り外して保管する。

注注注 ワイヤーサポートクリップを廃棄する。

g365226

図図図 157

1. ワイヤーサポートクリップ 3. アース端子ブロック

2. バッテリー用ブラケット 4. ボルト10-24 x ¾"

7. バッテリー用ブラケットをマシンから取り外して
廃棄する。

g201186

図図図 158

1. バッテリー用ブラケット

バババッッッテテテリリリーーー用用用ブブブラララケケケッッットトトののの組組組みみみ付付付けけけ
1. フランジ ロックナット (1/4 ”) 2個を使って、2つの

バンパーをバッテリーブラケットに組み付ける。
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g365210

図図図 159

1. バンパー 3. フランジロックナット1/4"
2. バッテリー用ブラケット

2. バッテリーブラケットの2つのスロットにストラップ
を通して組み付ける。

g365211

図図図 160

1. ラッチストラップバックル 2. スロットバッテリーブラケット

バババッッッテテテリリリーーーブブブラララケケケッッットトトとととバババッッッテテテリリリーーー650
Aををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 新しいバッテリーブラケットを、マシンのショック

サポートチューブとヒューズブロックに位置合わ
せする。

g365247

図図図 161

1. バッテリー用ブラケット

2. 前に取り外したフランジヘッド ボルト (3/8 x 3/4”) 2
本を使って、バッテリーブラケットをショックサポー
トチューブに組み付ける。

g365259

図図図 162

1. ショックサポートチューブ 3. フランジヘッドボルト⅜" x ¾"
2. バッテリー用ブラケット

3. フランジヘッドボルトを 37‐45 N·m (4.00‐4.9kg・
m)のトルクで締め付ける。

4. 前に取り外したボルト (10-24 x 3/4”) 2本、ロック
ナット (10-24) 2個を使って、アースブロックとバッ
テリーブラケットを固定し、ワイヤサポートクリップ
をブラケットの端に固定する。
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g365226

図図図 163

1. ワイヤーサポートクリップ 3. アース端子ブロック

2. バッテリー用ブラケット 4. ボルト10-24 x ¾"

5. 前に取り外したボルト (10–24 x 3/4”) 3本とナット
(10-24) 3個を使って、ヒューズブロックをバッテ
リーブラケットに固定する。

g365260

図図図 164

1. ヒューズブロック 2. ボルト10-24 x ¾"

6. バッテリー650 Aをバッテリーブラケットに組み
付ける。

g365262

図図図 165

1. バッテリーストラップバック
ル

2. ウェビングバッテリースト
ラップ

7. バッテリーストラップのウェビングをバックルに
通して、バッテリーが固定されるまでストラップ
を締める。

オオオルルルタタタネネネーーータタタ用用用ブブブラララケケケッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. ポンプヘッドで、2本のボルトを緩めて、ボルトの

ヘッドとポンプの間に710 mmの隙間を作る。

注注注ボルトをポンプから外す必要はありません。

g201308

図図図 166

1. ボルトポンプヘッド 3. 機体後方
2. ポンプヘッド11時の位置

2. オルタネーター用ブラケットをボルトとポンプ ヘッ
ドの間に配置する。
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g201303

図図図 167

1. オルタネータ用ブラケット 2. ボルトポンプヘッド

3. ボルトを 61-75 N·m6.2-7.6 kg.m = 45~55 ft-lbに
トルク締めする。

駆駆駆動動動プププーーーリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. アイドラープーリーシャフトのナットを緩める。

注注注ベルトに張力がかかっていないことを確認して
ください。

g201304

図図図 168

1. ベルトテンションボルト車両 2. ナットアイドラプーリのシャ
フト

2. ベルトテンションボルトを回転させて、スプレー
ヤーポンプベルトの張力をすべて取り除く。

3. プーリーをスプレーポンプに固定しているボルト
(1/4 x 1”) 4本とロックワッシャー (1/4”) 4枚を取り
外す。

重重重要要要 プププーーーリリリははは外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

注注注 ロックワッシャーは保管しておいてください。
ボルトはもう必要ありません。

g201306

図図図 169

1. ボルト¼" x 1" 3. プーリ液剤ポンプ

2. ロックワッシャ¼"

4. オルタネーター (キット)のプーリーの穴をスプレー
ヤーポンプのプーリーの穴に合わせる。

g201305

図図図 170

1. 駆動プーリ279mm 3. ボルト¼" x 2¼"
2. プーリ液剤ポンプ 4. ロックワッシャ¼"

5. オルタネータブラケットを用プーリをポンプ用プー
リに組み付けるボルト ¼" x 2¼"4本とロックワッ
シャ¼"4個を使用する。

6. ボルトを 1017-1243 N·m1.0-1.4 kg.m = 90-110
in-lbにトルク締めする。

7. ベルトテンションボルトを回してベルトに張りを出
すエンジンスプロケットとポンプスプロケットとの間
を 4.5kgの力で押したときに 9.5mmのたわみが
出るように調整する。
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g201360

図図図 171

1. ベルトテンションボルト車両 2. ナットアイドラプーリのシャ
フト

8. アイドラプーリのシャフトのナットを 37-44 N·m
5.3-6.6 kg.m=27-33 ft-lbにトルク締めする。

オオオルルルタタタネネネーーータタタををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. オルタネーター (60 A) をフランジヘッドボルト

(3/8 x 1-1/2”) を使ってオルタネーターブラケットの
ネジ山付きボスに取り付ける。

g201413

図図図 172

1. ねじ山付きフランジ8mm60A
オルタネータ

4. フランジヘッドボルト (⅜" x
1½")

2. スロット付きフランジオルタ
ネータ用ブラケット

5. フランジ直径10mm の
穴60A オルタネータ

3. フランジヘッドボルト 8 x 25
mm

6. ねじ山付きボス⅜-16オルタ
ネータ用ブラケット

2. フランジヘッドボルト (8 x 25 mm) を使って、オル
タネーターのねじ山付きフランジをオルタネーター
ブラケットのスロット付きフランジに組み付ける。

3. 279 mmの駆動プーリーとオルタネーターのプー
リーにVベルトを組み付ける。

g201412

図図図 173

1. プーリ60A オルタネータ 3. 駆動プーリ279mm
2. V ベルト

4. オルタネーターを上方に回転させてベルトの張力
を高め、オルタネータープーリーと駆動プーリー
279 mmの中間地点で4.5 kgの荷重をかけたとき
にベルトのたわみが9.5 mmになるまで調整する。

g201701

図図図 174

1. フランジヘッドボルト 8 x 25
mm

3. ベルトのたわみ 9.5mm

2. フランジヘッドボルト (⅜" x
1½")

5. フランジヘッドボルト8 x 25 mmを 23-29 N·m
2.4-2.9 kg.m = 17-21 ft-lbにトルク締めする。

6. フランジヘッドボルト⅜" x 1½"を37-45 N·m 3.7-4.6
kg.m = 27-33 ft-lbにトルク締めする。
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34
シシシーーートトトベベベーーースススでででのののハハハーーーネネネスススののの
接接接続続続

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 オルタネーターケーブル赤 - 6ゲージ

1 リレー

1 プッシュインファスナー

1 ヒューズ (15 A)

オオオルルルタタタネネネーーータタタ50Aををを接接接続続続すすするるる
1. ハーネスのピンク色のワイヤー 57 cm の端にあ

る2ソケットをオルタネーター (50 A)の2ピン コネ
クタに接続する。

g202176

図図図 175

1. 2 ピンコネクタ50A オルタ
ネータ

2. 2 ソケットコネクタ検知ワイ
ヤ、57cm

2. ピンクの検知線を、オルタネータベルトから十分
に離して、ケーブルタイで固定する。

3. オルタネーター50 Aの端子ポストからナットを取り
外す。

g202181

図図図 176

1. オルタネーターケーブル赤
- 6ゲージ

3. ターミナル50Aオルタネータ

2. ナット

4. 絶縁カバー付きの赤色6ゲージオルタネーター
ケーブルの端をナットでオルタネーター (50 A)の
端子ポストに取り付ける。

5. オルタネーターケーブルのもう一方の端を、プー
リーとオルタネーターベルトから離し、バッテリー
ポストに向けて配線する。

6. ナットを 47-57 N·m9.3-11.5 kg.m = 34-42 ft-lbに
トルク締めする。

7. 絶縁カバーをオルタネーターの端子ポストにか
ぶせる。

ASC 10動動動作作作リリリレレレーーーををを接接接続続続すすするるる
1. リレーの5ピンコネクタを、ASC 10 ENABLE RELAY

というラベルの付いたハーネスの5ソケットコネ
クタに接続する。
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g202182

図図図 177

1. 穴ショックサポートチューブ 3. プッシュインファスナー

2. リレー 4. 5ソケットコネクタASC 10
ENABLE RELAY

2. リレーの取り付けタブの穴をショックサポート
チューブの穴に合わせ、押し込みファスナーで
リレーをチューブに固定する。

ヒヒヒュュューーーズズズブブブロロロッッックククををを接接接続続続すすするるる
1. 導通テストを実行するためのマルチメーターを
準備する。

2. マシンのヒューズブロック3で、マルチメーターの
プローブをヒューズソケット2の接点4 (右の列)
に挿入する。

g202178

図図図 178

1. ヒューズブロック 3車両 3. ヒューズソケット 2のコンタ
クト 4 右列

2. マルチメータのリード線 4. マルチメータの検針

3. ヒューズブロックの表側で、マルチメータのもう一
本の検針を使って、ヒューズソケット 2のコンタ
クト 4 に導通している赤い 10 ゲージワイヤのブ
レードコネクタを探し出す。
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g202179

図図図 179

1. マルチメータのリード線 3. ブレードコネクタ赤い 10
ゲージワイヤ

2. テープ 4. マルチメータの検針

4. 前の手順で識別したコネクタとワイヤをテープ
でマークしておく。

5. 前の手順でマークしたブレードコネクタを、ハーネ
スのピンク色のワイヤ (51 mm)の端にあるソケッ
トコネクタに接続する。

g202177

図図図 180

1. マーキングしたブレードコネ
クタ赤い 10ゲージワイヤ

2. ソケットコネクタピンクのワ
イヤ、51mm

6. ヒューズ (15 A) をヒューズブロック3のヒューズソ
ケット2に、ヒューズが完全に固定されるまで挿
入する。

g202180

図図図 181

1. ヒューズソケット 2ヒューズ
ブロック 3

2. ヒューズ (15 A)

35
ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンンデデデーーータタタととと電電電気気気
ハハハーーーネネネスススののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 クイックコネクトクランプ赤いハンドル

1 クイックコネクトクランプ黒いハンドル

クククイイイッッックククデデディィィスススコココネネネクククトトトクククララランンンプププをををバババッッッテテテ
リリリーーーににに取取取りりり付付付けけけるるる
1. ハンドルクイックコネクトクランプから六角ナットと

ワッシャーを取り外す。

2. 黒いハンドルで、クイックコネクトクランプのラッチ
ハンドルを開く。
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g424702

図図図 182

3. クイックコネクトクランプをバッテリーのマイナス端
子に取り付け、クランプのネジ山付き端子をバッ
テリーの中央に向けて配置する。

4. クイックコネクトクランプのラッチハンドルを閉じる。

注注注 クイックコネクトクランプの強さを調整する必要
がある場合には、ハンドルを開き、網目模様付き
ナットを回して締め付け力を増減してください。

5. バッテリーのプラス端子の赤いハンドルクランプに
対しても、同じ手順を繰り返す。

バババッッッテテテリリリーーーををを接接接続続続すすするるる

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを
外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブ
ルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部分分分
ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととときききににに
ははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

1. スターターへ向かうバッテリープラスケーブルの絶
縁カバーを切り裂く。

g202746

図図図 183

1. スリット絶縁カバーバッテリーからスタータへ向かうケーブル

2. 次のワイヤとケーブルの端子を次の順序でバッ
テリーのプラス端子のネジ山付きポストに組み
付ける。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンスススタタターーータタタににに向向向かかかうううバババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブ
ルルルののの端端端子子子プププラララスススがががねねねじじじ山山山付付付きききポポポススストトトののの一一一番番番上上上ののの
端端端子子子ににになななるるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

A. リング端子 - 165 cmのモデム電源ハーネス
枝線BATTERYというラベル付き

B. バッテリーケーブルの端子プラスオルタネー
タ50Aへ

C. リング端子 - 258 cmのナビゲーションデータ
および電気ハーネス枝線BATTERY (+)とい
うラベル付き

D. リング端子 - 21.6 cmのマシンハーネス枝線
TO BATTERY POSITIVEというラベル付き

E. リング端子 - 24 cmのキットスプレーヤーハー
ネス枝線ラベルなし

F. バッテリーケーブルの端子プラスエンジン
スタータへ
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g424703

図図図 184

1. 1/4”のワッシャー クイックコ
ネクトクランプ

6. リング端子 - 258 cmのナビ
ゲーションデータおよび電
気ハーネス枝線ラベルなし
-赤色のワイヤ絶縁体

2. 1/4”の六角ナット クイックコ
ネクトクランプ

7. ねじ山付きポスト - クイック
コネクトクランプバッテリー
プラスポスト

3. バッテリーケーブルの端子
プラスエンジンスタータへ

8. バッテリーケーブルの端子
プラスオルタネータ50Aへ

4. リング端子 - 24 cmのキッ
トスプレーヤーハーネス枝
線ラベルなし

9. リング端子 - 165 cmのモ
デム電源ハーネス枝線
BATTERYというラベル付き

5. リング端子 - 21.6 cmのマシ
ンハーネス枝線TO BATTERY
POSITIVEというラベル付き

3. ねじ山付きポストにワッシャ¼"と六角ナット¼"を
組み付け、ナットを、10.17-12.34 N·m 1.0-1.3
kg.m = 90-110 in-lb にトルク締めする。

4. バッテリーのプラスケーブルの絶縁カバーを、ね
じ山付きポストを越えたスターターに合わせる。

5. 次のワイヤとケーブルの端子を次の順序でバッ
テリーのマイナス端子のネジ山付きポストに組
み付ける。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンとととシシシャャャーーーシシシのののアアアーーースススににに向向向かかかうううバババッッッテテテ
リリリーーーケケケーーーブブブルルルののの端端端子子子マママイイイナナナスススがががねねねじじじ山山山付付付きききポポポススストトト
ののの一一一番番番上上上ののの端端端子子子ににになななるるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

A. リング端子 - 258 cmのナビゲーションデータ
および電気ハーネス枝線ラベルなし -黒色
のワイヤ絶縁体

B. リング端子 - 165 cmのモデム電源ハーネス
枝線GROUNDというラベル付き

C. バッテリーケーブルの端子マイナスエンジン
とシャーシのアースへ

g315992

図図図 185

1. バッテリーケーブルの端子
マイナスエンジンとシャー
シのアースへ

4. リング端子 - 165 cmのモ
デム電源ハーネス枝線
GROUNDというラベル付き

2. 六角ナット¼"クイックコネク
トクランプ

5. ねじ山付きポスト - クイック
コネクトクランプバッテリー
マイナスポスト

3. ワッシャ¼"クイックコネクト
クランプ

6. リング端子 - 258 cmのナビ
ゲーションデータおよび電
気ハーネス枝線ラベルなし
-黒色のワイヤ絶縁体

ハハハーーーネネネスススををを固固固定定定すすするるる
1. 右側の上部フレームチューブに対して、データ

ハーネスの余った長さを集める。

g202768

図図図 186

1. ケーブルタイ 3. ショックサポートチューブ

2. データ用ハーネスの束 4. 右上フレームチューブ

2. データハーネスをショックサポートチューブに合
わせ、ケーブルタイでハーネスをチューブに固
定する。

3. データハーネスバンドルを右側の上部フレーム
チューブに合わせ、ケーブルタイでハーネスバン
ドルをフレームチューブに固定する。
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4. データハーネス、バッテリーハーネス、キットのワ
イヤハーネス、バッテリーケーブルが、プーリや
ベルトに近すぎないように十分配慮してください。

ワイヤハーネスをケーブルタイで固定する。ハー
ネスがベルトやプーリなどの近くを通らないよ
うにする。

36
散散散布布布レレレーーートトトスススイイイッッッチチチををを外外外すすす

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スイッチのプラグ

手手手順順順
1. 3‐スイッチパネルをコントロールコンソールに固
定しているフランジヘッドネジ (1/4 x 1/2”) 4本を
取り外す。

g198659

図図図 187

1. フランジヘッドネジ
(1/4 x 1/2”)

3. 開口制御コンソール

2. 3‐スイッチパネル

2. レート制御スイッチのロックタブを一緒に押して、
スイッチを3 スイッチパネルから押し上げる。

g198658

図図図 188

1. レート制御スイッチ 3. フランジヘッドネジ
(1/4 x 1/2”)

2. スイッチのプラグ

3. Rate Switchというラベルの付いたマシンワイヤー
ハーネスの8ソケットコネクタを、スイッチの8ピン
コネクタから取り外す。

注注注 機体から外したレートスイッチは、もう使用
しません。

4. 前ハーネスの、レートスイッチ用の枝線を、3‐ス
イッチパネルの穴に通し、電気コードをケーブル
タイで近くの電気コードに縛り付ける。

5. 手順1で取り外したフランジヘッドネジ (1/4 x 1/2”)
4本を使って、3‐スイッチパネルをコントロールコ
ンソールに組み付ける。

6. スイッチプラグを、レートスイッチを取り外した3‐ス
イッチパネルの開口部に合わせる。

7. スイッチプラグを3‐スイッチパネルに挿入し、プラ
グがパネルにしっかりと固定されるまで押し込む。
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37
フフフーーードドドとととフフフロロロンンントトトフフフェェェンンンダダダーーーののの
取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

13 プッシュインファスナー

フフフーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. フードの穴を、マシンのダッシュ パネルとフレー

ムの穴に合わせる。

g202004

図図図 189

1. ダッシュパネル 3. 押し込みファスナー
2. フード 4. ダッシュサポート

2. 9つの押し込み式ファスナーを使って、フードを
ダッシュボードとフレームに固定する。

3. マシンのワイヤーハーネスの電気コネクタ (2 ソ
ケット) 2つを、左右のヘッドライトの2ピン コネ
クタに接続する。

g197153

図図図 190

1. ヘッドライト 3. 2 ピンコネクタヘッドライト
2. 2ソケットコネクタ車両のワ

イヤハーネス

左左左フフフロロロンンントトトフフフェェェンンンダダダーーーののの取取取りりり付付付けけけ
1. 内側フェンダ用シュラウドを左上フレームチューブ

と左下フレームチューブに合わせる。

g202023

図図図 191

1. 左上フレームチューブ 4. 左下フレームチューブ
2. 内側フェンダ用シュラウド 5. ワッシャ9/16" x ½"
3. 押し込みファスナー

2. 押し込みファスナー6個を使って、内側フェンダ用
シュラウドをフレーム チューブに固定する。

3. フェンダーの穴をマシンのフレームの穴に合わ
せる。
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g197152

図図図 192

1. ワッシャ5/16" 3. 左前フェンダ
2. ボルト5/16" x 1"

4. 前に取り外したフランジヘッドボルト (5/16 x 1”) 3
本とワッシャー (5/16”) 3個を使って、フェンダーを
フレームに仮止めする。

5. 押し込みファスナー2個を使って、フェンダーをフ
レームチャンネルに固定する。

g264614

図図図 193

1. 押し込みファスナー 2. 左前フェンダ

6. ボルト5/16" x 1"を 19.78-25.42 N·m 2.0-2.6 kg.m
= 175-225 in-lbにトルク締めする。

7. 機体の反対側のフェンダと内側フェンダ用シュラ
ウドについても 1から6の作業を行う。
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右右右フフフロロロンンントトトフフフェェェンンンダダダーーーののの取取取りりり付付付けけけ
1. 内側フェンダ用シュラウドを右上フレームチューブ

と右下フレームチューブに合わせる。

g323169

g323162

図図図 194

1. ワッシャ9/16" x ½" 3. 内側フェンダ用シュラウド
2. プッシュインファスナー

2. 押し込みファスナー6個とワッシャー9/16 x 1/2”5
個を使って、内側フェンダ用シュラウドをフレーム
チューブに固定する。

3. 右フロントフェンダーをマシンに合わせ、フェン
ダーの穴をフレームの穴に合わせる。

g323164

図図図 195

1. クリップナットクロスメン
バーサポート

3. キャップスクリュ5/16 x 1"

2. ワッシャ5/16" 4. 右側フロントフェンダー

4. キャップスクリュー (5/16 x 1”) とワッシャー (5/16”)
を使って、右フロントフェンダーをクロスメンバー
サポートのクリップナットに固定する。

5. 押し込みファスナーを2個使って、右フロントフェン
ダーをロールバー取り付けチャネルに固定する。

g323166

図図図 196

1. プッシュインファスナー 2. 右側フロントフェンダー

6. 右フロントフェンダーの穴をプラットフォームフロ
アーの穴に合わせ、キャップスクリュー (5/16 x 1”)
とワッシャー (5/16”) を使ってフェンダーをフロアー
に固定する。
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g323165

図図図 197

1. キャップスクリュ5/16 x 1" 3. プラットフォームフロアー

2. ワッシャ5/16" 4. 右側フロントフェンダー

7. 下部コンソールカバーの穴をショックサポート
チューブの穴に、エンドコンソールカバーの穴を
クロスメンバーチューブの穴に合わせる。

g323163

図図図 198

1. キャップスクリュ5/16 x 1" 3. コンソールカバーボトム

2. ワッシャ5/16" 4. コンソールカバーエンド

8. キャップスクリュー (5/16 x 1”) 2本とワッシャー
(5/16”) 2個を使って、カバーをチューブに固定
する。

38
エエエンンンジジジンンンへへへのののアアアクククセセセスススパパパネネネルルルととと
運運運転転転席席席ををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

エエエンンンジジジンンンアアアクククセセセスススパパパネネネルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる
タタタンンンクククリリリンンンスススキキキッッットトトのののななないいいマママシシシンンン

1. エンジンアクセスパネルのラッチを、ロールバー
のパネルサポートブラケットのブッシングに合わ
せる。

g202414

図図図 199

1. ラッチ 3. エンジンアクセスパネル

2. パネルのサポートブラケット

2. パネルをブラケットに組み付ける。

3. ハンドルのラッチを下方に回転させて、パネルを
ブラケットに固定する。

運運運転転転席席席ををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. シートとシートプレートをマシンのシャーシに合

わる。
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g202000

図図図 200

1. 座席プレート 2. 運転席

2. シートパンのピボットフィッティングの穴をシャー
シブラケットの穴に合わせる。

g037121

g202002

図図図 201

1. 座席プレート 4. ピボットフィッティング座席
パン

2. 運転席 5. シャーシブラケット

3. ヘアピン 6. ピボットピン

3. ピボットピン2個を使って、シートパンをシャーシブ
ラケットに組み付ける。

4. ヘアピン2本を使ってピボットピンをマシンに固
定する。

5. ワッシャーとヘアピンを使って、支え棒をシートブ
ラケットに取り付ける。

g202001

図図図 202

1. ワッシャ 3. ヘアピン

2. ブラケット座席用 4. 支え棒

6. マシンのワイヤーハーネスの2ソケットコネクタ
を、コネクタがしっかりと固定されるまでシートス
イッチのコネクタに差し込む。

g202003

図図図 203

1. 2ソケットコネクタ車両のワ
イヤハーネス

2. 座席スイッチ用コネクタ

7. 運転席を前にすこし倒して、座席についている支
え棒をはずし、座席を正規位置におろす。ラッチ
が掛かったのを確認する。
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39
マママシシシンンンののの設設設定定定プププロロログググラララミミミンンングググををを
行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. スタータスイッチにキーを差し込んで ON位置に
回す。

スプラッシュスクリーンがInfoCenterディスプレイ
に表示され、インジケーターライトが短時間点
灯します。

注注注 エンジンは始動させないでください。

g202877

図図図 204

2. ホーム画面で、InfoCenterの中央ボタンを押して
ナビゲーション画面にアクセスします。

g202868

図図図 205

3. メインメニューにアクセスするには、InfoCenterの
中央ボタンを押します。

4. メイン メニュー画面で、中央のボタンを押して
設定オプションに移動し、右のボタンを押してオ
プションを選択します。

g202874

図図図 206

5. 設定メニューSETTING画面で、中央ボタンを押し
て保護設定PROTECTED SETTINGS画面へ移動し、
右ボタンで選択する。
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g202869

図図図 207

6. PIN暗証番号を以下の手順で入力する
A. 必要に応じて中央ボタンを押し、左側の位置

のPINコード番号を入力します。

g202870

図図図 208

B. 右のボタンを押して、次のPINコード番号の
位置に移動します。

C. A と B を繰り返して、残りの3ケタ全部に PIN
の数字を入れる。

D. すべてのPINコード番号を入力したら、右の
ボタンを押し、次に中央のボタンを押して
PINコードを確定します。
インジケータが短時間点灯する。

g202871

図図図 209

7. 中央ボタンを押してGEOLINKオプションに移動し、
右ボタンを押してオプションを設定します。

g202875

図図図 210

InfoCenterにGeoLink確認画面が表示されます。
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g202872

図図図 211

8. キーを OFF位置にし、もう一度ONにする。
9. GEOLINK初期画面が、キースイッチをONに回す

と最初に表示される。

g202878

図図図 212

40
ジジジオオオリリリンンンククク機機機器器器へへへののの電電電源源源投投投入入入

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. イグニッションキーを RUN位置ガソリン機の場
合または PREHEAT/RUN位置ディーゼル機の
場合に回す。

2. 以下の各機器に電源が入ったことを確認する

• コントロールコンソール - グラフィックとテキス
トを表示する

g423361

図図図 213

• 衛星受信機—PWRインジケーターが点灯

g423320

図図図 214

• モデム—LED インジケーターが点灯
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g316148

図図図 215

1. LEDインジケーター助手席ベース

• 自動セクションコントローラー - ステータスイ
ンジケーターが点灯

g302923

図図図 216

1. マシン後方 2. STATUS インジケータブーム
自動コントローラ

3. キーを オフ 位置に回す。

4. 以下の機器で電源が切れたことを確認する

• コントロールコンソール

• 衛星受信機

• 自動セクションコントローラ

41
ソソソフフフトトトウウウェェェアアアセセセッッットトトアアアッッップププののの完完完了了了

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

GeoLinkシステムのソフトウェアガイドを参照方

次の手順を完了する

1. ソフトウェアのバージョンを確認する。

2. 単位系を選択する。

3. フィールドを作成する。

4. 新しい製品と適用率を作成する。

5. 散水タスクを作成する。

6. セクションバルブのバランスを取る。

7. 散水システムをチェック中。

8. 攪拌バイパスバルブのバランス調整を行う。

9. フローメータを校正する。

10. 携帯電話通信の状態を確認する。

11. 代理店ロケーションでコンパスを校正する。

12. 顧客の場所で NVRAM をクリアする。
13. 顧客の場所でコンパスを校正する。
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Toro 製製製品品品保保保証証証
2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

*Toro社は、Toro社の製品以下「製品」と呼びますの材質上または製造上
の欠陥に対して、2年間または 1,500運転時間のうちいずれか早く到達した
時点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くこと
が必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問
がある場合には、以下に問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい項項項目目目ととと条条条件件件

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生し
た故障や不具合。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を正常に使用したことによって消耗した交換パーツ通常の使用に
伴って磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、ク
ラッチライニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタ
イプ、グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタ
ホイール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェック
バルブが含まれますが、これらに限定されません。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条件、
異物、未承認の燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品などの使
用を含むがこれらに限定されない。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。通常の使用に
伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、マシンの塗装、ステッカー
類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り当初の保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となり
ます。部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。
弊社は保証修理のために再調整した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

Toro社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合
ブレードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当
初の購入者がToro社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

一一一般般般条条条件件件

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

Toro社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。当当当社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

製品の排出ガス制御システムは、米国環境保護庁 (EPA) および/またはカ
リフォルニア大気資源委員会 (CARB) によって確立された要件を満たす別
の保証の対象となる場合があります。上記の時間制限は、排ガス浄化シ
ステムの保証には適用されません。製品に同梱またはエンジンメーカーか
らの書類に同梱されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。

374-0253 Rev I

 



 




